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第１節第１節第１節第１節 

 
XaaENak- ovac 

hTva SvirKQaSPa*Da AaTaTaaiYaNaae 
YauiDaiïrae DaMaR>a*Taa& virï"    ) 

SahaNauJaE" Pa[TYavåÖ>aaeJaNa" 
k-Qa& Pa[v*ta" ik-Mak-arzqtaTa" )) 1 )) 

 
シャウナカ ウヴァーチャ 

çaunaka uväca 
 

ハトゥヴァー スヴァリクタハ・スプリダハ アータターイノー 

hatvä svariktha-spådha ätatäyino 
 

ユディシュティロー ダハルマ・ブフリターンム ヴァリシュタハハ 

yudhiñöhiro dharma-bhåtäà variñöhaù 
 

サハーヌジャイヒ プラテャヴァルッダハ・ボホージャナハ 

sahänujaiù pratyavaruddha-bhojanaù 
 

カタハンム プラヴリッタハ キンム アカーラシートゥ タタハ 

kathaà pravåttaù kim akärañét tataù 
 

çaunakaù uväca—シャウナカが尋ねた; hatvä—殺したあと; svariktha—正式な相続; 

spådhaù—強奪することを望んで; ätatäyinaù—侵略者; yudhiñöhiraù—ユディシュティラ

王 ; dharma-bhåtäm—宗教原則に厳格に従う者たちの ; variñöhaù—もっとも偉大な ; 

saha-anujaiù—弟たちと; pratyavaruddha—制限されて; bhojanaù—必需品の受けいれ; 

katham—どのように; pravåttaù—従事して; kim—なにを; akärañét—実行して; tataù—そ

のあと。 
 

シャウナカ・ムニが尋ねた。「正式な相続権を奪おうとした敵を殺害したあと、もっと

も偉大な宗教家であるマハーラージャ・ユディシュティラは、弟たちに支えられながら、

どのように市⺠を治めたのでしょうか。王国の富を好き勝手に楽しむことは、もちろんで

きなかったはずです」 
 



要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

マハーラージャ・ユディシュティラは、宗教家のなかでもっとも偉大な人物でした。で

すから、親族を殺してまで王国を楽しむつもりはみじんもありませんでした。ハスティナ

ープラ国の正当な統治権はユディシュティラ王にあり、従兄弟たちがそれを強奪しようと

したために、正しい主権のために戦ったのです。しかし、主シュリー・クリシュナに導か

れて正義の旗のもとで戦ったものの、従兄弟たち全員が戦死したことから、王国を楽しむ

気にはなれませんでした。ですから、弟たちに支えられながら、義務として王国を治めま

した。この質問はシャウナカ・リシにとって重要な意味があります。王国を自由に楽しめ

る立場にあったマハーラージャ・ユディシュティラが、どのようにふるまったか知りたか

ったのです。 

 

第２節第２節第２節第２節 

 

SaUTa ovac 
v&Xa& ku-raev|XadvaiGaniNaôRTa& 

Sa&raehiYaTva >av>aavNaae hir"  ) 
iNaveXaiYaTva iNaJaraJYa wRìrae 

YauiDaiïr& Pa[qTaMaNaa b>aUv h  )) 2 )) 
 

スータ ウヴァーチャ 

süta uväca 
 

ヴァンムシャンム クロール ヴァンムシャ・ダヴァーグニ・ニルフリタンム 

vaàçaà kuror vaàça-davägni-nirhåtaà 
 

サンムローハイトゥヴァー バハヴァ・バハーヴァノー ハリヒ 

saàrohayitvä bhava-bhävano hariù 
 

ニヴェーシャイトゥヴァー ニジャ・ラージャ イーシュヴァロー 

niveçayitvä nija-räjya éçvaro 
 

ユディシュティランム プリータ・マナー バブフーヴァ ハ 

yudhiñöhiraà préta-manä babhüva ha 
 

sütaù uväca—スータ・ゴースヴァーミーが答えた; vaàçam—王家; kuroù—クル王の; 

vaàça-dava-agni—竹によって発生した山火事; nirhåtam—消滅した; saàrohayitvä—そ

の王家という木; bhava-bhävanaù—創造界の維持者; hariù—人格主神、シュリー・クリシ

ュナ ; niveçayitvä—再確立させて ; nija-räjye—自分の王国の中に ; éçvaraù—至高主 ; 

yudhiñöhiram— マハーラージャ・ユディシュティラに ; préta-manäù— 主は喜んで ; 

babhüva ha—〜になった。 
 



スータ・ゴースヴァーミーが言った。「世界を維持する主シュリー・クリシュナ、至高

人格主神は、マハーラージ・ユディシュティラを王座に就け、そして怒りによる竹林火災

で消失していたクル王家を復活させたあと、満足した」 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

この世界は竹がこすれあって発生する火事に例えられます。竹は人為的にこすれあるの

ではなく、自然に発生します。同じように物質界では、物質自然を支配しようとする者た

ちの怒りが反応しあい、戦争という火が発生し、不必要な人々を消失させます。しかし主

は、そのように起こる火事や戦争にはまったくかかりがありません。それでも、創造界を

維持させるため、神の王国につながる自己の悟りの正しい方法に大衆が従ってくれること

を望みます。主は苦しんでいる人々が三重の物質的苦悩を終わらせ、ふるさとに、自分の

元にもどってほしいと思っています。創造界そのものがそのように計画されており、その

ことに気づかない人は、主の幻想エネルギーに惑わされながら物質界で苦しみつづけなく

てはなりません。だからこそ、主は正しい代表者に世界を治めてもらいたいと考え、その

ような体制を築くために降誕し、主の計画に関係のない不必要な人々を殺します。クルク

シェートラの戦いは主の計画どおりに起こりましたが、それは、望ましくない人々を世界

から締めだし、主の献愛者が治める平和な国を築くという大義があったからです。ですか

ら主は、ユディシュティラ王が王座に就き、のちに救われることになるマハーラージャ・

パリークシットが誕生するクル王家という木に十分に満足したのです。 

 

第３節第３節第３節第３節 

 

iNaXaMYa >aqZMaae¢-MaQaaCYauTaae¢&- 
Pa[v*taivjaNaivDaUTaiv>a]Ma"   ) 
XaXaaSa GaaiMaNd] wvaiJaTaaé[Ya" 
PairDYauPaaNTaaMaNauJaaNauviTaRTa" )) 3 )) 

 
ニシャミャ ビヒーシュモークタンム アタハーッチュトークタンム 

niçamya bhéñmoktam athäcyutoktaà 
 

プラヴリッタ・ヴィギャーナ・ヴィドゥータ・ビブフラマハ 

pravåtta-vijïäna-vidhüta-vibhramaù 
 

シャシャーサ ガーンム インドゥラ イヴァージターシュラヤハ 

çaçäsa gäm indra iväjitäçrayaù 
 

パリデュパーンターンム アヌジャーヌヴァルティタハ 

paridhyupäntäm anujänuvartitaù 
 



niçamya—聞いたあと; bhéñma-uktam—ビーシュマデーヴァによって語られたこと; 

atha—もまた; acyuta-uktam—完全無欠の主によって語られたこと; pravåtta—〜に従事

して; vijïäna—完璧な知識; vidhüta—完全に洗いながして; vibhramaù—すべての不安; 

çaçäsa—統治した; gäm—地球; indra—天国の惑星の王; iva—〜のように; ajita-äçrayaù—

無敵の主に守られて; paridhi-upäntäm—海を含めて; anuja—弟たち; anuvartitaù—彼ら

に従われて。 
 

マハーラージ・ユディシュティラは、ビーシュマデーヴァと完全無欠の主シュリー・ク

リシュナの教えを聞いてすべてを理解したあと、完璧な知識にもとづいて行動した。すべ

ての不安を払拭したからである。こうして地球と海を治め、弟たちもかれに従った。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

現代の⻑⼦相続制、すなわち⻑⼦による相続法は、マハーラージ・ユディシュティラが

地球と海を統治していた時代にもありました。当時はハスティナープラ（現在のニューデ

リー）の王が世界の皇帝であり、海を含めた全土を治め、それはマハーラージ・ユディシ

ュティラの孫のマハーラージャ・パリークシットの時代までつづいています。マハーラー

ジ・ユディシュティラの弟たちは大臣や指揮官として働き、信心深い兄弟たちは揺るぎな

い協力関係で結ばれていました。マハーラージ・ユディシュティラは理想の王であり、主

シュリー・クリシュナの代表者として地球という王国を治めていましたが、天国の惑星の

代表者であるインドラ王とも比較されることがあります。インドラ、チャンドラ、スーリ

ャ、ヴァルナ、ヴァーユなどの半神は、宇宙の各惑星を代表する王であり、またマハーラ

ージ・ユディシュティラもそのなかのひとりと数えられ、地球を治めていました。⺠主主

義と言いつつ、知識も理解もなく国を治める現代の政治指導者とはまったく違います。ビ

ーシュマデーヴァや完全無欠の主から教えを授かった人物ですから、完璧な知識をすべて

知っていました。 

選挙で選ばれたいまの行政官は人形です。王としての力量がまったくないからです。マ

ハーラージ・ユディシュティラのように啓発されたとしても、立場に縛られているために、

自分の意志ではなにもできません。その結果、考え方の違いや自己中心的動機がもとで多

くの国が衝突しています。しかしマハーラージ・ユディシュティラのような王に自分勝手

な考えはありません。完全無欠の主の教え、主の代表者、そして権威ある代理者ビーシュ

マデーヴァの教えに従ってさえいればよかったのです。シャーストラ（çästra）では、個人

的動機や勝手な考えを捨てて、偉大な権威者や完全無欠の主に従わなくてはならない、と

説かれています。だからこそマハーラージ・ユディシュティラは海を含む全世界を治める

ことができたのです。その原則が完璧であり、だれにでも当てはまるからです。ひとつの

世界という考えは、正しい判断のできる権威者に従ってこそ実現できるものです。不完全



な人間は、だれもが従える道をしめすことはできません。完璧で完全無欠の人物だけが、

どの場所にも当てはまり、世界中のだれもが従える計画を作ることができます。治めるの

は人物であり、姿や形のない政府ではありません。指導者が完璧なら政府も完璧で、愚か

者ならその政府は愚者のパラダイスになるに決まっています。それが自然の法則です。不

完全な王や行政者の実例はいくらでもあります。ですから、行政官たる者は、マハーラー

ジ・ユディシュティラのように訓練を受け、世界を治める圧倒的な力をそなえなくてはな

りません。ひとつの世界の観念は、マハーラージ・ユディシュティラのような完璧な王の

政権でこそ実現されます。当時の人々は、マハーラージ・ユディシュティラのような王が

世界を治めていたからこそ、幸せに生きることができたのです。 

 

第４節第４節第４節第４節 

 

k-aMa&  vvzR  PaJaRNYa"  SavRk-aMadugaa Mahq   ) 
iSaizcu" SMa v]JaaNa( Gaav" PaYaSaaeDaSvTaqMauRda )) 4 )) 

 
カーマンム ヴァヴァルシャ パルジャニャハ 

kämaà vavarña parjanyaù 
 

サルヴァ・カーマ・ドゥガハー マヒー 

sarva-käma-dughä mahé 
 

シシチュフ スマ ヴラジャーン ガーヴァハ 

siñicuù sma vrajän gävaù 
 

パヤソーダハスヴァティール ムダー 

payasodhasvatér mudä 
 

kämam—必要な物資すべて ; vavarña—降らせた ; parjanyaù—雨 ; sarva—すべて ; 

käma—必需品; dughä—生産者; mahé—土地; siñicuù sma—濡らす; vrajän—牧草地; 

gävaù—牛; payasä udhasvatéù—ミルクで膨れた乳房のために; mudä—幸せな気持ちのた

めに。 
 

マハーラージ・ユディシュティラが国を治めていたとき、雲は人々が必要としていた水

を十分に降らせ、大地は人類の必需品を豊富に作りだしていた。雌牛たちは幸せな気持ち

に浸っていたので、その豊かな乳房からこぼれおちる牛乳で牧草地を濡らしていた。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

経済発展の基本原則は土地と牛です。社会に必要なものは、穀物、ミルク、鉱物、衣服、

木材などで、だれでも、体の要求を満たすためにこのような物資が必要とされます。肉、

魚、鉄の道具や機械などが必要ではないことはあきらかです。マハーラージ・ユディシュ



ティラの統治時代、世界には雨が規則的に降っていました。雨は人間に支配できません。

天国に住むインドラデーヴァは雨を支配し、また主の召使いでもあります。王が、そして

王に統治される臣⺠が主に服従すれば、空から規則的に雨が降り、その雨が大地のさまざ

まな生産物を作りだしてくれます。規則的な雨は穀物やくだものを豊富に作りだし、また

星々の影響力と相まって、貴重な宝石や真珠が作りだされます。穀物や野菜は人間や動物

の豊かな食料となり、よく肥えた牛は、気力や活力を供給するミルクを私たちに豊富に提

供してくれます。十分な牛乳、穀物、くだもの、綿、絹、宝石などがあったら、映画や売

春窟、屠殺場がいるでしょうか。映画、車、ラジオ、肉、ホテルなど、そのような不自然

なぜいたくな生き方がはたして必要でしょうか。現代文化は、個人と国家が争う原因だけ

を作りだした、とは言えないでしょうか。平等とか同胞愛を高めているとはいっても、そ

のじつ、個人の気まぐれから多くの人を悲惨な工場や戦場に駆りだしているのではないで

しょうか？ 

この節にあるように、牛たちの乳房はミルクを豊かに含み、そして幸福感につつまれて

いたため、あふれだすミルクで牧草地を濡らしていました。ですから、牛たちには牧草地

でたくさん草を食べさせて幸せに暮らせるよう見守ってあげる必要があると思いません

か？ 人間の身勝手な目的で牛たちを殺す必要がどこにあるのでしょう。混ぜ合わせて調

理すれば何百何千というおいしい料理が作られる穀物、くだもの、ミルクで満足すべきで

はありませんか。なにも悪いことをしていない動物たちを殺す屠殺場が、どうして世界中

に作られているのでしょう。マハーラージャ・パリークシットの孫のマハーラージ・ユデ

ィシュティラは、広大な王国を旅していたとき、⿊い肌の人間が牛を殺そうとしているの

を見つけました。王はすぐにその虐殺者を捕らえ、十分に罰しました。王や国の指導者は、

自分では身を守ることのできないかわいそうな動物たちの命を守るべきではないでしょう

か。殺すのが人間性でしょうか？ 動物も国⺠ではありませんか？ 国⺠なら、なぜ屠殺

場で組織的に殺されるのが許されるのでしょう？ それを平等、同胞愛、非暴力とでも言

うのですか？. 

ですから、この現代的・先進的・文化的といわれる政府と比べれば、マハーラージ・ユ

ディシュティラのような君主制は、動物を殺したり、動物以下の人間が、別の動物以下の

人間に投票で選ばれたりするような⺠主主義よりもはるかに優れていることがわかります。 

私たち物質自然界の生物です。『バガヴァッド・ギーター』では、主がその種を与えた

父親で、物質自然があらゆる種類の生物の⺟親である、と言われています。ですから、⺟

なる物質自然は、父なる全能者・シュリー・クリシュナの恩寵をとおして、動物にも人間

にも十分な食糧を用意しています。人間は、他の生物たちの兄です。動物たちよりも優れ

た知性が与えられ、自然の法則や全能の父の教えが理解できます。人間文化は自然界の産

物に依存すべきであり、倒錯した贅沢と感覚満足のためだけに経済発展をむやみに求め、

世界を忌まわしい貪欲と権力の錯乱状態に陥れてはなりません。それでは犬や豚の生活と



変わりがないのです。 

 

第５節第５節第５節第５節 

 

NaÛ"  SaMaud]a  iGarYa"  SavNaSPaiTavqåDa"  ) 
f-l/NTYaaezDaYa" SavaR" k-aMaMaNv*Tau TaSYa vE )) 5 )) 

 
ナデャハ サムドゥラー ギラヤハ 

nadyaù samudrä girayaù 
 

サヴァナスパティ・ヴィールダハハ 

savanaspati-vérudhaù 
 

パハランティ オーシャダハヤハ サルヴァーハ 

phalanty oñadhayaù sarväù 
 

カーマンム アンヴリトゥ タッシャ ヴァイ 

kämam anvåtu tasya vai 
 

nadyaù—川; samudräù—海; girayaù—丘や山; savanaspati—野菜; vérudhaù—つる草; 

phalanti—機能的; oñadhayaù—薬; sarväù—すべて; kämam—必要性; anvåtu—季節の; 

tasya—王のために; vai—確かに。 
 

川、海、丘、山、森、つる草、薬草などが、季節をとおして、自分たちに課せられた税

として王に余るほどに貢献した。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

マハーラージ・ユディシュティラはアジタ（ajita）完全無欠の主に守られていたため、

この節の説明のように、主の所有物、すなわち川、海、丘、森などがすべて喜びに満ち、

各自の税として王に自らをささげました。成功の秘訣は、至高主の保護に身をまかせるこ
とにあります。主の許しがなければなにも達成できません。道具や機械の力に頼って努力

して経済を発展させても、それですべてが満たされるわけではありません。至高主の許可

が必要なのであり、それがなければ、どれほどの道具を使ってもすべては失敗するばかり

です。成功の究極原因はダイヴァ（daiva）・至高者です。マハーラージ・ユディシュティ

ラのような王は、「王とは一般大衆の幸福のために働く至高主の代理者である」というこ

とをよく知っています。結局、国は至高主のものです。川、海、森、丘、薬草など、どれ

も人間が作りだしたものではありません。すべて至高主の創造物であり、私たちは、主へ

の奉仕のために主の所有物を使うことを許されているのです。よく口にされるスローガン

は、「すべては人々のためにある」と謳われ、政府も人⺠のために、人⺠によって動かさ

れています。しかし、神の意識と人間生活の完成にもとづいて、つまり神の所有物を共有



するという神聖な共産主義にもとづいて新しい人間社会を作りだすためには、世界はマハ

ーラージ・ユディシュティラやマハーラージャ・パリークシットのような王の足跡に従わ

なくてはなりません。主が配慮しているからこそ世界にはすべてが十分にあり、人間同士

の敵意、動物と人間の敵意、あるいは動物と自然の敵対もなく、それらを正しく使って快

適に暮らすことができます。主の支配はすみずみに行き届き、主が満足すれば自然界のす

べても満足します。川は豊かに流れ、土地を肥やします。海は十分な量の鉱物、真珠、宝

石を産出します。森は十分な木材、薬草、野菜を提供し、さまざまな季節は私たちがくだ

ものや花を豊富に生産できるよう力を貸してくれます。工場や道具に頼るという不自然な

生活は、膨大な資金を使って限られた人々だけに幸福を提供します。大衆の力が工場での

生産に使われ、自然な産出が妨げられるために、大衆は幸福になれません。人々は適切な

教育を受けていないために、自然の資源を搾取しながら、他人から与えられた関心事を満

たすために働いており、その結果、個人と個人、国家と国家のあいだで深刻な競争が起こ

っています。主の訓練を受けた代理者による正しい管理体制は、いまどこにもありません。

私たちは、この節の記述を照らしあわせて現代文化の欠陥を調べ、マハーラージ・ユディ

シュティラの足跡に従い、そして人間社会にある穢れを清めて時代錯誤を取りはらわなく

てはなりません。 

 

第６節第６節第６節第６節 

 

NaaDaYaae VYaaDaYa" (c)e-Xaa dEv>aUTaaTMaheTav"   ) 
AJaaTaXa}aav>avNa( JaNTaUNaa& raij k-ihRicTa( )) 6 )) 

 
ナーダハヨー ヴャーダハヤハ クレーシャー 

nädhayo vyädhayaù kleçä 
 

ダイヴァ・ブフータートゥマ・ヘータヴァハ 

daiva-bhütätma-hetavaù 
 

アジャータ・シャトゥラーヴ アバハヴァン 

ajäta-çaträv abhavan 
 

ジャントゥーナーンム ラーギ カルヒチトゥ 

jantünäà räjïi karhicit 
 

na—決して〜ない; ädhayaù—不安; vyädhayaù—病気; kleçäù—過度の暑さ寒さによる

問題; daiva-bhüta-ätma—肉体、超自然の力、他の生命体によるすべて; hetavaù—〜の原

因による; ajäta-çatrau—まったく敵を持たない者に; abhavan—起こる; jantünäm—生命

体の; räjïi—王に; karhicit—いつでも。 
 

王にまったく敵がいないために、どの生物も、心の苦しみ、病気、酷暑酷寒に乱される



ことがなかった。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

人類には暴力をふるわない、そのいっぽうで哀れな動物の殺戮者や敵になるのは悪魔の

哲学です。現代人は動物たちをないがしろにし、そのために哀れな動物たちはいつもおび

えています。哀れな動物たちの心の動きは人間社会にのしかかり、人間社会は個人的・集

団的・国家的規模の寒々しい、そしてただならぬ緊張感にさらされています。マハーラー

ジ・ユディシュティラの時代には、従属する関係にあった国はありましたが、１つの国名

のもとで治められていました。全世界が統一され、訓練を受けたユディシュティラ王のよ

うな人物が君臨し、住⺠をあらゆる不安、病気、酷暑酷寒から守っていました。経済的に

恵まれていただけではなく、だれもが健康で、自然の力に苦しめられることなく、他の生

物からの危害もなく、体や心のために苦しめられることはありませんでした。ベンガル語

のことわざでは、邪悪な王が国を破滅させ、悪妻が家族を破滅させる、と言われています。

この真理はこの節を見ても明らかです。王は敬虔で、神や聖者に従順で、だれの敵でもな

く、主の代理者として認められ、だからこそ主に守られているため、王の保護下にあるす

べての国⺠は主に守られ、さらに主の権威ある代理者に直接守られていました。敬虔で主

に認められていなければ、自分に従う人々を幸せにすることはできません。人間と神、人

間と自然のあいだには完全な協調関係があり、互いに助けあえば、ユディシュティラ王が

しめしたように、世界は幸福・平和・繁栄につつまれます。いまでは当然のようにおこな

われている互いを食い物にする風潮は、社会に苦しみを作りだすだけです。 

 

第７節第７節第７節第７節 

 

oizTva haiSTaNaPaure MaaSaaNa( k-iTaPaYaaNa( hir" ) 
Sauôda& c ivXaaek-aYa SvSauê iPa[Yak-aMYaYaa   )) 7 )) 

 
ウシトゥヴァー ハースティナプレー 

uñitvä hästinapure 
 

マーサーン カティパヤーン ハリヒ 

mäsän katipayän hariù 
 

スフリダーンム チャ ヴィショーカーヤ 

suhådäà ca viçokäya 
 

スヴァスシュ チャ プリヤ・カーミャヤー 

svasuç ca priya-kämyayä 
 

uñitvä— 留 ま っ て い る ; hästinapure— ハ ス テ ィ ナ ー プ ラ の 都 に ; mäsän— 月 ; 



katipayän—２、３の; hariù—主シュリー・クリシュナ; suhådäm—親族たち; ca—もまた; 

viçokäya—彼らを慰めるために; svasuù—妹; ca—そして; priya-kämyayä—喜ばせるため

に。 
 

シュリー・ハリ、主シュリー・クリシュナは親族や妹（スバドゥラー）を慰めるために、

数ヶ月間ハスティナープラに留まった。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

クリシュナは、クルクシェートラの戦いが終わってユディシュティラが王座についたあ

と、自分の国のドゥヴァーラカーに出立するつもりでしたが、マハーラージ・ユディシュ

ティラのたっての願いに答え、そしてビーシュマデーヴァに特別の慈悲を授けるために、

パーンダヴァ兄弟の都であるハスティナープラに留まりました。主は、悲しみに暮れる王

を慰め、そして特に、妹のスバドゥラーを喜ばせるために留まることにしました。スバド

ゥラーは、一人っ⼦で、しかも結婚したばかりのアビマンニュを失っていたことから、特

に主クリシュナに慰められました。アビマンニュは妻ウッタラー（Uttarä）というマハー

ラージャ・パリークシットの⺟親を残して戦死しました。主は、できるかぎりのことをし

て献愛者を満足させたいと考えます。主は絶対的な方なのです。 

 

第８節第８節第８節第８節 

 

AaMaN}Ya ca>YaNaujaTa" PairZvJYaai>avaÛ TaMa( ) 
Aaåraeh  rQa&  kE-iêTPairZv¢-ae_i>avaidTa"   )) 8 )) 

 
アーマントゥリャ チャービャヌギャータハ 

ämantrya cäbhyanujïätaù 
 

パリシュヴァッジャービヒヴァーデャ タンム 

pariñvajyäbhivädya tam 
 

アールローハ ラタハンム カイシュチトゥ 

äruroha rathaà kaiçcit 
 

パリシュヴァクトー ビヒヴァーディタハ 

pariñvakto 'bhiväditaù 
 

ämantrya—許可を求めて; ca—そして; abhyanujïätaù—許可を得て; pariñvajya—抱

擁; abhivädya—足下にひれ伏して; tam—マハーラージ・ユディシュティラに; äruroha—

乗った; ratham—馬車; kaiçcit—だれかに; pariñvaktaù—抱擁されて; abhiväditaù—お辞

儀を受けて。 
 



そして主は出立の許可を求め、マハーラージ・ユディシュティラがその依頼に応えた。

ユディシュティラ王の足元にひれ伏して敬意を表する主を、王は抱擁した。このあと主は、

多くの人々に抱きしめられ、また敬意を受け、馬車に乗った。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

マハーラージ・ユディシュティラは主クリシュナの年上のいとこにあたるため、離れる

ときに王の足元にお辞儀をしました。王は主が至高人格主神であることをよく知っていま

したが、弟のように抱擁しました。主は、愛する献愛者によって、まるで身分の低い者の

ように扱われるときに喜びを感じます。主より偉大か、主と同じ境地の者はだれもいませ

んが、献愛者から若輩のように接してもらうことに喜びを感じます。これはすべて主の崇

高な楽しみのひとつです。非人格論者は献愛者が演じる超越的な役割が理解できません。

主はマハーラージ・ユディシュティラに挨拶したあと、同じ年代のビーマとアルジュナを

抱きしめましたが、主より若かったナクラとサハデーヴァは、主にひれ伏して敬意を表わ

しました。 

 

第９−１０節第９−１０節第９−１０節第９−１０節 

 

Sau>ad]a d]aEPadq ku-NTaq ivra$=TaNaYaa TaQaa   ) 
GaaNDaarq Da*Taraí¥ê YauYauTSauGaaŒTaMaae YaMaaE  )) 9 )) 
v*k-aedrê DaaEMYaê iñYaae MaTSYaSauTaadYa"  ) 
Na Saeihre ivMauùNTaae ivrh& Xaa(r)RDaNvNa"   )) 10 )) 

 
スバハドゥラー ドゥラウパディー クンティー 

subhadrä draupadé kunté 
 

ヴィラータ・タナヤー タタハー 

viräöa-tanayä tathä 
 

ガーンダハーリー ドゥリタラーシュトゥラシュ チャ 

gändhäré dhåtaräñöraç ca 
 

ユユトゥスル ガウタモー ヤマウ 

yuyutsur gautamo yamau 
 
 

ヴリコーダラシュ チャ ダハウミャシュ チャ 

våkodaraç ca dhaumyaç ca 
 

ストゥリヨー マトゥッシャ・スターダヤハ 

striyo matsya-sutädayaù 
 

ナ セーヒレー ヴィムッヒャントー 

na sehire vimuhyanto 
 



ヴィラハンム シャールンガ・ダハンヴァナハ 

virahaà çärìga-dhanvanaù 
 

subhadrä—クリシュナの妹; draupadé—パーンダヴァ兄弟の妻; kunté—パーンダヴァ兄

弟の⺟; viräöa-tanayä—ヴィラータの娘（ウッタラー）; tathä—もまた; gändhäré—ドゥリ

ョーダナの⺟; dhåtaräñöraù—ドゥリョーダナの父; ca—そして; yuyutsuù—ドゥリタラー

シュトラがヴァイシャの妻との間にもうけた⼦ ; gautamaù—クリパーチャーリャ ; 

yamau— 双 ⼦ の 兄 弟 ナ ク ラ と サ ハ デ ー ヴ ァ ; våkodaraù— ビ ー マ ; ca— そ し て ; 

dhaumyaù— ダ ウ ミ ャ ; ca— そ し て ; striyaù— そ し て 宮 殿 に い た 婦 女 た ち ; 

matsya-sutä-ädayaù—漁師の娘（サテャヴァティー、つまりビーシュマの継⺟）; na—で

き な か っ た ; sehire— 耐 え る ; vimuhyantaù— 気 を 失 い か け て ; viraham— 別 れ ; 

çärìga-dhanvanaù—手にホラ貝を持つシュリー・クリシュナ。 
 

そのとき、スバドゥラー、ドゥラウパディー、クンティー、ウッタラー、ガーンダーリ

ー、ドゥリタラーシュトラ、ユユトゥス、クリパーチャーリャ、ナクラ、サハデーヴァ、

ビーマセーナ、ダウミャ、サテャヴァティーたちは気を失いかけた。主クリシュナとの別

れに耐えきれなかったのである。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

主シュリー・クリシュナは生命体たちに、特に献愛者たちにとってこのうえなく魅力的

な方であり、主と離れることには耐えられません。幻想エネルギーの魔力にとらわれてい

る条件づけられた魂は主を忘れていますが、主を悟っている魂は主のことは一瞬たりとも

忘れられません。そのような惜別の思いを言葉で言いつくすことはできませんし、またそ

の思いは献愛者にしかわかりません。主がヴリンダーヴァンを離れたあと、純朴で田舎育

ちの牛飼いの少年や少女、女性やその他すべての人たちは、その後の生涯を別れの辛さを

感じながら過ごしました。牛飼いの乙女のなかでもクリシュナをもっとも愛していたラー

ダーラーニーの悲しみは筆舌につくしがたいものです。ヴリンダーヴァンの人々は月食の

ときにクルクシェートラで再会し、哀切きわまりない思いをクリシュナに告げました。も

ちろん、超越的な献愛者たちの思いはそれぞれ異なりますが、直接会ったことのある献愛

者はもちろん、そうではない献愛者でも、一瞬たりとも主から離れることはできません。

それが純粋な献愛者の心情なのです。 

 

第１１−１２節第１１−１２節第１１−１２節第１１−１２節 

 

SaTSa(r)aNMau¢-du"Sa(r)ae haTau& NaaeTSahTae buDa"      ) 
k-ITYaRMaaNa& YaXaae YaSYa Sak*-dak-<YaR raecNaMa(   )) 11 )) 



TaiSMaNNYaSTaiDaYa" PaaQaaR" SaherNa( ivrh& k-QaMa(  ) 
dXaRNaSPaXaRSa&l/aPaXaYaNaaSaNa>aaeJaNaE"           )) 12 )) 

 
サトゥ・サンガーン ムクタ・ドゥフサンゴー 

sat-saìgän mukta-duùsaìgo 
 

ハートゥンム ノートゥサハテー ブダハハ 

hätuà notsahate budhaù 
 

キールテャマーナンム ヤショー ヤッシャ 

kértyamänaà yaço yasya 
 

サクリドゥ アーカルニャ ローチャナンム 

sakåd äkarëya rocanam 
 
 

タスミン ニャスタ・ディヤハ パールタハーハ 

tasmin nyasta-dhiyaù pärthäù 
 

サヘーラン ヴィラハンム カタハンム 

saheran virahaà katham 
 

ダルシャナ・スパルシャ・サンムラーパ・ 

darçana-sparça-saàläpa- 
 

シャヤナーサナ・ボホージャナイヒ 

çayanäsana-bhojanaiù 
 

sat-saìgät—純粋な献愛者との交流によって; mukta-duùsaìgaù—悪質な物質的交流の

ない; hätum—捨てるために; na utsahate—決して試みない; budhaù—主を理解した者; 

kértyamänam—讃えること ; yaçaù—名声 ; yasya—〜である者の ; sakåt—１度だけ ; 

äkarëya—聞くだけ; rocanam—心地よい; tasmin—主に; nyasta-dhiyaù—自分の心を主

に捧げた者 ; pärthäù—プリターの⼦息たち ; saheran—耐えられる ; viraham—別れ ; 

katham—どうやって; darçana—顔を顔を見合わせる; sparça—触れること; saàläpa—言

葉を交わすことこと; çayana—眠ること; äsana—座ること; bhojanaiù—共に食事をするこ

と。 
 

純粋な献愛者と交流し、至高主を理解して物質的で不適切な交流から解放された賢者は、

１度だけでも主の栄光を聞いてその甘露を味わったあとは、その栄光を聞かずにはいられ

なくなる。ならば、どうしてパーンダヴァ兄弟たちが主との別れに耐えられようか？ 主

と親密につきあい、差し向かい、主の体に触れ、言葉を交わし、主と眠り、座り、食事を

ともにしてきたのである。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 



自分よりも優れた者に仕えるのが、生命体の本質的な立場です。さまざまな感覚満足で

現われる幻想の物質的エネルギーに、どうしても仕えなくてはならないということです。

そして、感覚に仕えても飽くことはありません。飽いたとしても、幻想の力は、尽きるこ

となく、有無をいわさず、満足させることなく、私たちを感覚に仕えさせようとします。

感覚満足の行為に終わりはなく、条件づけられた魂は解放される希望もなく、囚人のよう

に操られます。救われる可能性は、純粋な献愛者との交流しかありません。その交流によ

って、自分本来の超越的な意識にじょじょに高められていきます。やがて、主に仕えるこ

とが自分の永遠な立場であり、欲情、怒り、世界を支配する望みという歪んだ感覚に操ら

れてはならないことを悟ります。物質的社会、友人関係、愛情は、どれも姿を変えた欲情

です。家庭、国、家族、社会、富、それらにかかわる物事は、必ず三重の苦しみがある物

質界での束縛の原因です。純粋な献愛者と交流し、話を素直に聞くうちに物質的楽しみに

対する執着は弱まり、主の崇高な活動について聞こうとする思いが強くなっていきます。

ひとたびその状態になれば、その思いは導火線のように留まることなく進んでいきます。

人格主神ハリは超越的な魅力をそなえているため、自己を悟り、自己のうちで満たされて

いる人でも、物質的束縛から完全に解放され、献愛者に変貌します。このような背景がわ

かっていれば、主といつも行動をともにしてきたパーンダヴァ兄弟の境地はかんたんに理

解できます。シュリー・クリシュナとじかにふれあっていたかれらの主への思いは強く、

離れることさえ考えられませんでした。献愛者は、主の姿、質、名前、名声、崇高な娯楽

などに惹きつけられ、俗界にある姿、質、名前、名声、活動などいっさいを忘れ、そして、

純粋な献愛者と高尚な交流に満たされているため、ほんの一瞬でさえも主から離れること

ができません。 

 

第１３節第１３節第１３節第１３節 

 

SaveR    Tae_iNaiMazEr+aESTaMaNaud]uTaceTaSa"     ) 
vq+aNTa" òehSaMbÖa ivcelu/STa}a Ta}a h )) 13 )) 

 
サルヴェー テー ニミシャイル アクシャイス 

sarve te 'nimiñair akñais 
 

タンム アヌ ドゥルタ・チェータサハ 

tam anu druta-cetasaù 
 

ヴィークシャンタハ スネーハ・サンムバッダハー 

vékñantaù sneha-sambaddhä 
 

ヴィチェールス タトゥラ タトゥラ ハ 

vicelus tatra tatra ha 
 

sarve—全員; te—彼ら; animiñaiù—まばたきもせずに; akñaiù—目で; tam anu—主を求



めて; druta-cetasaù—溶けた心; vékñantaù—主を見つめている; sneha-sambaddhäù—純粋

な愛着によって; viceluù—動き出した; tatra tatra—ここかしこと; ha—彼らはそうした。 
 

かれらの心は主への魅力ゆえに溶け、われを忘れた。まばたきもせずに主を見つめ、心

乱れてそこかしこと歩くばかりであった。 

 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

クリシュナはすべての生命体にとって魅力的な方であり、それは自然な感情のあらわれ

です。主はすべての永遠なる魂の筆頭の魂だからです。主ひとりが無数の永遠の魂を養っ

ています。『カタ・ウパニシャッド』がそう述べており、主との永遠の絆を取りもどすこ

とでつきることのない平和と繁栄を手に入れることができます。いまはその絆が、主の幻

想エネルギーであるマーヤーの魔力のために忘れさられています。ひとたびその絆がわず

かでも甦れば、条件づけられた魂はすぐに物質エネルギーの幻想から解放され、主との交

流を求めるようになります。この交流が可能になるのは、主との個人的な交流だけではな

く、主の名前、名声、姿、質などをとおしてもできます。『シュリーマド・バーガヴァタ

ム』は、純粋な献愛者の話を謙虚に聞く方法をとおして条件づけられた魂を訓練し、完成

境地に導きます。 

 

第１４節第１４節第１４節第１４節 

 

NYaåNDaàuÓl/ØaZPaMaaETk-<#yaÕevk-ISauTae    ) 
iNaYaaRTYaGaaraàae_>ad]iMaiTa SYaaØaNDaviñYa" )) 14 )) 

 
ニャルンダハンー ウドゥガラドゥ バーシュパンム 

nyarundhann udgalad bäñpam 
 

アウトゥカンテャードゥ デーヴァキー・ステー 

autkaëöhyäd devaké-sute 
 

ニリャーティ アガーラーン ノー バハドゥランム 

niryäty agärän no 'bhadram 
 

イティ シャードゥ バーンダハヴァ・ストゥリヤハ 

iti syäd bändhava-striyaù 
 

nyarundhan—けんめいにこらえている ; udgalat—流れ出している ; bäñpam—涙 ; 

autkaëöhyät—大きな不安のため; devaké-sute—デーヴァキーの⼦に; niryäti—出て来て; 

agärät—宮殿から; naù—ではない; abhadram—不吉; iti—そうして; syät—起こるように; 

bändhava—親族; striyaù—女性たち。 
 



女性の親族たちは宮殿から出てきたが、クリシュナを思って心乱れ、目には涙があふれ

ていた。けんめいに涙をこらえていたかのじょたちだったが、その涙が出立を不吉なもの

にするのではないかと恐れていたのである。 

 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

ハスティナープラの宮殿には何百人もの女性たちが住んでいました。そのだれもがクリ

シュナに強い愛着を感じていました。親戚関係にもありました。かのじょたちは、クリシ

ュナが宮殿を離れて生まれ故郷に行こうとするのを見て、主のことが心配でならず、自然

に涙がほほをつたいました。しかし、その涙がクリシュナに不運をもたらしてしまうので

は、とも心配していたため、なんとかこらえていたのです。もちろん、涙をこらえること

は難しいことでしたから、心かきむしられる思いで涙をぬぐい、忍びなくのでした。その

ため、戦死した兵士たちの妻や義理の娘たちはクリシュナに会おうとはしませんでした。

それでも、主のしたことを聞いて知っていましたから、主のことを考え、主の名前、名声

などを話し、クリシュナと直接かかわっていた人たちのように愛着を感じるようになって

いました。ですから、直接でも間接でも、クリシュナのことを考えたり、クリシュナにつ

いて話したり、あるいは崇拝すれば主に心奪われるようになるのです。クリシュナは絶対

的な方ですから、主の名前、姿、質など、どれも違いはありません。クリシュナとの親密

な絆は、主について話し、主について聞き、主を思いだすことで、内から甦ります。精神

的力ゆえに、それが可能になるのです。 

 

第１５節第１５節第１５節第１５節 

 

Ma*d(r)Xa«>aeYaRê  vq<aaPa<avGaaeMau%a"   ) 
DauNDauYaaRNak-ga<$=aÛa NaeduduRNdu>aYaSTaQaa )) 15 )) 

 
ムリダンガ・シャンカハ・ベヘーリャシュ チャ 

mådaìga-çaìkha-bheryaç ca 
 

ヴィーナー・パナヴァ・ゴームカハーハ 

véëä-paëava-gomukhäù 
 

ドゥンドゥリ・アーナカ・ガハンターデャー 

dhundhury-änaka-ghaëöädyä 
 

ネードゥル ドゥンドゥバハヤス タタハー 

nedur dundubhayas tathä 
 

mådaìga—心地よい音の太鼓 ; çaìkha—ホラ貝 ; bheryaù—吹奏楽団 ; ca—そして ; 

véëä—弦楽器楽団; paëava—横笛; gomukhäù—別種類の横笛; dhundhuré—別種類の太鼓; 



änaka—ケトル; ghaëöä—ベル; ädyäù—その他; neduù—演奏された; dundubhayaù—別種

類の太鼓; tathä—その時。 
 

主がハスニナープラの宮殿を離れるとき、数々の太鼓――ムリダンガ、ドーラ、ナグラ、

ドゥンドゥリー、ドゥンドゥビ――が、そしてさまざまな横笛、ヴィーナー、ゴームカ、

ベーリーなどが一⻫に演奏され、主を讃えた。 

 

第１６節第１６節第１６節第１６節 

 

Pa[aSaadiXa%raæ!a"  ku-åNaaYaaeR idd*+aYaa   ) 
vv*zu" ku-SauMaE" k*-Z<a& Pa[eMav]q@aiSMaTae+a<aa"  )) 16 )) 

 
プラーサーダ・シカハラールーダハーハ 

präsäda-çikharärüòhäù 
 

クル・ナーリョー ディドゥリクシャヤー 

kuru-näryo didåkñayä 
 

ヴァヴリシュフ クスマイヒ クリシュナンム 

vavåñuù kusumaiù kåñëaà 
 

プレーマ・ヴリーダー・スミーテークシャナーハ 

prema-vréòä-smitekñaëäù 
 

präsäda—宮殿; çikhara—屋上; ärüòhäù—昇っている; kuru-näryaù—クル王家の女性

たち; didåkñayä—見ている; vavåñuù—降らせた; kusumaiù—花で; kåñëam—主クリシュ

ナに; prema—愛着と愛情から; vréòä-smita-ékñaëäù—恥じらいの微笑みを浮かべて見つめ

ている。 
 

クル王家の女性たちは、主を見ようとする熱い望みを感じながら宮殿の屋上に昇り、愛

情と恥じらいのほほえみを浮かべ、主に花びらを降らせた。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

恥じらいは女性が特にそなえている自然な美しさで、男性の敬意をほしいままにするこ

とができます。男女の関係については、『マハーバーラタ』の時代、すなわち5000年以上

まえにも守られていました。女性と男性は一定の距離を置くという習慣はインドのイスラ

ム時代に始まった、とするのは世界の歴史を知らない人の言うことです。『マハーバーラ

タ』時代のこの出来事から、宮殿の女性たちがパルダー（pardä）という「男性との交流の

決まり事」を守っていたことがわかります。だからこそ、主クリシュナや多くの人々があ

つまっていた屋外に出ずに宮殿の屋上にのぼり、そこから花びらを降らせて主クリシュナ



に敬意をしめした、ということです。この節で明言されているように、宮殿の屋上にいた

女性たちは恥じらいの微笑みを浮かべていました。この恥じらいは、女性がそなえた自然

な贈り物であり、身分が低くても、それほど魅力的ではなくても、女性の美しさや信望を

引きたたせます。これはだれでも知っていることです。道をそうじする女性でも、女性ら

しい恥じらいを見せると、立派な紳士でもその女性に敬意をしめします。いっぽう、裸同

然のかっこうで道を闊歩する女性にはだれも敬意を払いませんが、恥じらいを見せる掃除

婦でも人の敬意を集めます。 

インドの聖者が考えていたように、人類文化は人を幻想の束縛から解放させるためにあ

ります。女性の物質的な美しさは幻想です。肉体そのものが土、水、火、空気などで作ら

れているからです。命のある火花と物質がかかわっているために「美しく」見えるという

ことです。人の気を引くようみごとに作られていても、それが土の人形なら、だれも心を

うばわれることはないでしょう。どれほど美しい女性の体でも、死んでいればだれも受け

とりません。死体に美しさなどないからです。ですから結論として、精神的火花こそが美

しいのであり、またその魂の美しさゆえに、私たちは外側の肉体の美しさに惹かれる、と

言えます。ですからヴェーダ知識は、いつわりの美しさに心を奪われてはならない、と戒

めています。しかし、いま私たちは無知の暗闇に閉じこめられているため、ヴェーダ文化

は、女性と男性の交わりではきびしい制限をもうけて、一定のつきあいを許しています。

たとえば、女性は火、男性はバターと表現されています。バターは火に近づければ溶けて

しまうため、バターと火は必要なときにだけ混ぜる、という解釈になります。そして、恥

じらいは無制限の交わりを止める役割をはたします。自然な贈り物ですから、適切に使わ

なくてはなりません。 

 

第１７節第１７節第１７節第１７節 

 

iSaTaaTaPa}a&  JaGa]ah Mau¢-adaMaiv>aUizTaMa(   ) 
rÒd<@& Gau@ake-Xa" iPa[Ya" iPa[YaTaMaSYa h  )) 17 )) 

 
シタータパトゥランム ジャグラーハ 

sitätapatraà jagräha 
 

ムクターダーマ・ヴィブフーシタンム 

muktädäma-vibhüñitam 
 

ラトゥナ・ダンダンム グダーケーシャハ 

ratna-daëòaà guòäkeçaù 
 

プリヤハ プリヤタマッシャ ハ 

priyaù priyatamasya ha 
 

sita-ätapatram—やすらぎを与える日傘; jagräha—持って; muktä-däma—レースと真



珠で飾られた; vibhüñitam—刺繍された; ratna-daëòam—宝石の柄のついた; guòäkeçaù—

ア ル ジ ュ ナ 、 熟 達 し た 戦 士 、 そ し て 眠 り を 征 服 し た 者 ; priyaù— も っ と 愛 し い ; 

priyatamasya—もっとも愛しい者の; ha—彼はそのようにした。 
 

そのとき、偉大な戦士であり、眠りを征服し、至高主のもっとも愛しい親密な友人アル

ジュナは、宝石の柄がつき、レースと真珠で刺繍された日傘をかかげた。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

金、真珠、高価な石は、絢爛豪華な王家の儀式に使われます。どれも自然からの贈り物

であり、人類が「必需品」という口実で無駄な物を作って貴重な時間を無駄にしなければ、

主の命令のもとで丘、海などから豊かに生産されます。いわゆる経済発展を遂げた結果、

現代人は金、銀、銅のような金属の代わりにプラスチックの容器を使っています。純粋な

バターの代わりにマーガリンが使われ、世界人口の４分の１の人々が住む家さえ持たない

時代なのです。 

 

第１８節第１８節第１８節第１８節 

 

oÖv" SaaTYaik-êEv VYaJaNae ParMaad(>auTae   ) 
ivk-IYaRMaa<a" ku-SauMaE reJae MaDauPaiTa" PaiQa  )) 18 )) 

 
ウッダハヴァハ サーッテャキシュ チャイヴァ 

uddhavaù sätyakiç caiva 
 

ヴャジャネー パラマードゥブフテー 

vyajane paramädbhute 
 

ヴィキーリャマーナハ クスマイ 

vikéryamäëaù kusumai 
 

レージェー マドゥ・パティヒ パティ 

reje madhu-patiù pathi 
 

uddhavaù—クリシュナのいとこ; sätyakiù—主の御者; ca—そして; eva—確かに; vyajane—

扇いでいる ; parama-adbhute—装飾品 ; vikéryamäëaù—散らばったものの上に座って ; 

kusumaiù—あたり一面の花; reje—命じた; madhu-patiù—マドゥの主（クリシュナ）; pathi—

道すがら。 
 

ウッダヴァとサーテャキが鮮やかな装飾をほどこした扇で主をあおぎはじめた。降りそ

そがれる花に飾られたマドゥの主・主クリシュナはたとえようもない。 

 



第１９節第１９節第１９節第１９節 

 

Aé[UYaNTaaiXaz" SaTYaaSTa}a Ta}a iÜJaeirTaa" ) 
NaaNauæPaaNauæPaaê iNaGauR<aSYa Gau<aaTMaNa"    )) 19 )) 

 
アシュルーヤンターシシャハ サッテャース 

açrüyantäçiñaù satyäs 
 

タトゥラ タトゥラ ドゥヴィジェーリターハ 

tatra tatra dvijeritäù 
 

ナーヌルーパーヌルーパーシュ チャ 

nänurüpänurüpäç ca 
 

ニルグナッシャ グナートゥマナハ 

nirguëasya guëätmanaù 
 

açrüyanta—聞かれて; äçiñaù—恩恵; satyäù—すべての真実; tatra—ここ; tatra—そこ; 

dvija-éritäù—博識なブラーフマナによって広められた; na—ではない; anurüpa—ふさわ

しい; anurüpäù—適切で; ca—もまた; nirguëasya—絶対真理者の; guëa-ätmanaù—一人

の人間として行動している。 
 

そこかしこから聞こえてくるクリシュナに向けられた恩恵の言葉は主にふさわしくもあ

り、またふさわしくもなかった。それはすべて、いま人間のひとりとして行動している絶

対真理者のために向けられたものだからである。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

そこかしこで、ヴェーダの恩恵が人格主神シュリー・クリシュナにむけて発せられまし

た。その恩恵は、主がマハーラージ・ユディシュティラのいとこという「人間」として行

動していることではふさわしいのですが、同時に、主は絶対的な方ですから、どのような

物質的親族関係とはかかわりがないため、ふさわしくないとも言えます。主はニルグナ

（nirguëa）、つまり物質的な質とまったくかかわりなく、超越的な質をすべて備えている

方です。超越的世界に矛盾するものはいっさいありませんが、相対的世界ではすべてに反

対のものが存在します。相対的世界では、⽩は⿊の正反対ですが、超越的世界では⽩と⿊

の違いはありません。ですから、博学なブラーフマナたちが主のまわりで唱えた恩恵の言

葉は、絶対的人物に関連しては矛盾があるように見えますが、絶対的人物その方に向けら

れると、矛盾はなくなり、超越的になります。この考えをしめす例があります。主シュリ

ー・クリシュナはときに泥棒と表現されることがあります。純粋な献愛者のあいだで主は

マーカナ・チョーラ（Mäkhana-cora）という名前でよく知られています。主はヴリンダ

ーヴァンに住んでいた幼いころ、近所の家でバターをよく盗んでは食べていましたが、以



来、主は泥棒として知られるようになりました。しかし、泥棒として知られつつ、同時に

泥棒としても崇拝されています。いっぽう、俗世界では泥棒は罰せられ、讃えられること

もありません。主は絶対人格主神ですから、すべては主に適応され、またどれほどの矛盾

があっても、主はやはり至高人格主神なのです。 

 

第２０節第２０節第２０節第２０節 

 

ANYaaeNYaMaaSaqTSaÅLPa otaMaëaek-ceTaSaaMa( ) 
k-aErveNd]Paurñq<aa&    SavRé[uiTaMaNaaehr"   )) 20 )) 

 
アニョーニャンム アーシートゥ サンジャルパ 

anyonyam äsét saïjalpa 
 

ウッタマ・シュローカ・チェータサーンム 

uttama-çloka-cetasäm 
 

カウラヴェーンドゥラ・プラ・ストゥリーナーンム 

kauravendra-pura-stréëäà 
 

サルヴァ・シュルティ・マノー・ハラハ 

sarva-çruti-mano-haraù 
 

anyonyam—互いに; äsét—〜があった; saïjalpaù—話している; uttama-çloka—至高者、

選び抜かれた詩歌によって讃えられる方; cetasäm—心がそのように没頭している人々の; 

kaurava-indra—クル家の王 ; pura—首都 ; stréëäm—すべての女性 ; sarva—すべて ; 

çruti—ヴェーダ; manaù-haraù—心にとって魅力的な。 
 

ハスティナープラの宮殿の屋上にいた女性たちは、選りすぐられた詩歌で讃えられる主

の超越的な質に心をうばわれ、主について話しはじめた。琴線に触れるかのじょたちの言

葉はヴェーダ聖歌よりも魅力的だった。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

『バガヴァッド・ギーター』では、ヴェーダ経典を学ぶ目標は人格主神シュリー・クリ

シュナにあると述べられています。その言葉どおり、主の栄光はヴェーダ、『ラーマーヤ

ナ』、『マハーバーラタ』のような文献で描写されています。また『シュリーマド・バー

ガヴァタム』では、とくに至高主について述べられています。ですから、クル王家の都に

建つ宮殿の屋上にいた女性たちが主について話しあっていたとき、その会話はヴェーダ聖

歌よりも心地よく響いていました。主を讃えて歌われるものはすべてシュルティ・マント

ラ（Çruti-mantra）です。ガウディーヤ・サンプラダーヤのアーチャーリャのひとりターク

ラ・ナローッタマ・ダースは、平易なベンガル語で詩を書いています。しかし、同じサン



プラダーヤの博識なアーチャーリャであるタークラ・ヴィシュヴァナータ・チャクラヴァ

ルティーは、その詩をヴェーダのマントラ同様の優れた詩として認めています。歌われて

いる内容の素晴らしさゆえに讃えられているのです。重要なのは言語ではなく、その主題

です。主の考えと活動に思いを寄せていた女性たちは、主の恩寵で、ヴェーダ知識の真髄

を悟っていたのでした。だからこそ、サンスクリット語学者ではなかったものの、ヴェー

ダ聖歌に優る甘美な話題を語ることができました。ウパニシャッドにあるヴェーダ聖歌は、

至高主について間接的に述べられることがあります。しかし、この女性たちは主その方に

ついて話しあっているのであり、そのために聞く者の心を喜びで満たしました。かのじょ

たちの言葉には、博識なブラーフマナが授ける恩恵に優る価値がこめられていたように思

われます。 

 

第２１節第２１節第２１節第２１節 

 

Sa vE ik-l/aYa& Pauåz" PauraTaNaae 
Ya Wk- AaSaqdivXaez AaTMaiNa ) 

AGa]e Gau<ae>Yaae JaGadaTMaNaqìre 
iNaMaqil/TaaTMaiàiXa SauáXai¢-zu )) 21 )) 

 
サ ヴァイ キラーヤンム プルシャハ プラータノー 

sa vai kiläyaà puruñaù purätano 
 

ヤ エーカ アーシードゥ アヴィシェーシャ アートゥマニ 

ya eka äséd aviçeña ätmani 
 

アグレー グネービョー ジャガドゥ・アートゥマニーシュヴァレー 

agre guëebhyo jagad-ätmanéçvare 
 

ニミーリタートゥマン ニシ スプタ・シャクティシュ 

nimélitätman niçi supta-çaktiñu 
 

saù—主（クリシュナ） ; vai—私が記憶するように ; kila—確かに ; ayam—これ ; 

puruñaù—人格主神; purätanaù—根源の者; yaù—〜である者; ekaù—一人だけ; äsét—存在

した ; aviçeñaù—物質的に表わされていない ; ätmani—自分自身 ; agre—創造の前に ; 

guëebhyaù—自然の様式の; jagat-ätmani—超霊魂に; éçvare—至高主に; nimélita—〜に没

入して; ätman—生命体; niçi supta—夜に不活発の; çaktiñu—そのエネルギーの。 
 

女性たちが言う。「私たちがはっきり覚えているとおりに、いま、根源の人格主神がこ

こにおられます。主だけが、自然の様式が表わされるまえに存在し、そして至高主だから

こそ、生命体は主のなかに入り、夜眠るように、すべての動きを停止させます」 
 



要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

創造された宇宙は２通りの消滅をします。43太陽億年が終わるたびに、１つの宇宙の主で

あるブラフマーが眠るときに破壊が起こります。そして主ブラフマーの100年の生涯が終わ

るとき、太陽年の計算で8,640,000,000×30×12×100年の終わりに全宇宙が完全に破壊

されます。その２つの期間に、マハトゥ・タットゥヴァ（mahat-tattva）とジーヴァ・タ

ットゥヴァ（jéva-tattva）という２つのエネルギーが至高主のなかに入り、生命体は物質界

が新しく創造されるまで主の体のなかで眠りつづけます。これが物質現象界の創造・維持・

破壊の過程です。 

物質創造は、主が機能させる物質自然の三様式の作用によって起こります。シュルティ・

マントラには、ヴィシュヌ・至高主だけが創造のまえに存在し、そこにはブラフマーもシ

ヴァも、ほかの半神も存在しなかった、と述べられています。このヴィシュヌは、原因の

海に横たわっているマハー・ヴィシュヌ（Mahä-Viñëu）のことです。主の呼吸だけで全宇

宙が種として作りだされ、やがてその宇宙のひとつひとつのなかに無数の惑星を含む巨大

な形に発達していきます。宇宙の種は、ちょうど１本の菩提樹の種が無数の菩提樹に増え

ていくように、巨大な形になっていきます。 

このマハー・ヴィシュヌは主シュリー・クリシュナの完全分身であり、『ブラフマ・サ

ムヒター』で次のように述べられています。 

「私は、根源の人格主神ゴーヴィンダに尊敬の礼を表す。主はマハー・ヴィシュヌの完

全分身である。宇宙の生物の筆頭者であるすべてのブラフマーたちは、主の超越的体の毛

穴から宇宙が放出されたあと、主が息を吐いているあいだだけ生きつづける」（BS 第5章・

第58節） 

このように、ゴーヴィンダ、あるいは主クリシュナは、マハー・ヴィシュヌの源でもあ

ります。このヴェーダの真理について話しあっている女性たちは、権威ある情報源から話

を聞いたのでしょう。権威ある情報源だけが、超越的な主題を明確に知る唯一の方法です。

ほかに方法はありません。 

生命体がマハー・ヴィシュヌの体のなかに入ることは、ブラフマーの百年の生涯が終わ

るときに起こります。しかし、それで個々の生命体が個性を失うということではありませ

ん。個性はそのまま存在しつづけ、主の至高の意志によって新たに宇宙が創造されるとき、

眠っていた、そして不活発だった生命体はふたたび外に出され、過去のさまざまな生活の

つづきとして活動しはじめます。その状態をsuptotthita naya（スプトーッティタ ナヤ）「眠り

から覚め、各自の義務を遂行しはじめる状態」といいます。夜眠っているとき、だれでも

自分のこと、自分の正体や義務、目覚めているときにかかわることすべてを忘れています。

しかし、その眠りから覚めた瞬間、すべきことを思いだし、ふたたび自分の仕事をはじめ

ます。生命体も宇宙が破壊されたあとはマハー・ヴィシュヌの体のなかに入っていますが、



次の創造が起こるときに目覚め、やり残した仕事をはじめるのです。このことは『バガヴ

ァッド・ギーター』（第8章・第18-20節）でも確証されています。 

主は創造のエネルギーが機能しはじめるまえに存在していました。主は物質エネルギー

の産物ではありません。主の体は完全に精神的であり、主の体と主自身に違いはいっさい

ありません。創造のまえ、主は絶対唯一の自分の住居にいました。 

 

第２２節第２２節第２２節第２２節 

 
Sa Wv >aUYaae iNaJavqYaRcaeidTaa& 

SvJaqvMaaYaa& Pa[k*-iTa& iSaSa*+aTaqMa( ) 
ANaaMaæPaaTMaiNa æPaNaaMaNaq 

iviDaTSaMaaNaae_NauSaSaar Xaañk*-Ta( )) 22 )) 
 

サ エーヴァ ブフーヨー ニジャ・ヴィーリャ・チョーディターンム 

sa eva bhüyo nija-vérya-coditäà 
 

スヴァ・ジーヴァ・マーヤーンム プラクリティンム シスリクシャティーンム 

sva-jéva-mäyäà prakåtià sisåkñatém 
 

アナーマ・ルーパートゥマニ ルーパ・ナーマニー 

anäma-rüpätmani rüpa-nämané 
 

ヴィディトゥサマーノー ヌササーラ シャーストゥラ・クリトゥ 

vidhitsamäno 'nusasära çästra-kåt 
 

saù—主; eva—そのように; bhüyaù—再び; nija—自分自身; vérya—力; coditäm—〜の実

行; sva—自分の; jéva—生命体; mäyäm—外的力; prakåtim—物質自然に; sisåkñatém—再び

創造しているあいだ; anäma—俗な称号のない; rüpa-ätmani—魂の姿; rüpa-nämané—姿

と名前; vidhitsamänaù—与えることを望んでいる; anusasära—任せて; çästra-kåt—啓示

経典の編纂者。 
 

人格主神は、自らの部分体である生命体にふたたび名前や姿を与えることを望み、かれ

らを物質自然の管理下に置いた。主自身の力によって、物質自然界はふたたび創造する力

を与えられる。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

生命体は主の部分体で、２つの状態、すなわちニテャ・ムクタ（nitya-mukta）とニテャ・

バッダ（nitya-baddha）に分類されます。ニテャ・ムクタは永遠に解放された魂のことで、

現わされた物質創造界を超えた主の永遠な住居で、崇高な奉仕をとおして主と愛情の交換

をしています。いっぽう、ニテャ・バッダは永遠に条件づけられた魂のことで、至高の父



親に対する反抗的態度を正すために、主の外的力・マーヤーに預けられています。部分体

として主と永遠の絆を持っていることを永遠に忘れているのです。物質の産物と思ってい

るために幻想の力に惑わされ、その結果、幸せを求めて物質界でさまざまな計画を忙しく

たてています。しかし、その計画にしたがって楽しく生きようとしても、主の意志によっ

て、計画をたてる人々もその計画も、先に説明したように、一定の期間が過ぎれば空しく

消滅していきます。これは『バガヴァッド・ギーター』でも確証されていることです。「ク

ンティーの⼦よ。創造期の終わったあと、生命体はわたしの体のうちに入り、次の創造の

機が熟したときに、わたしは外的力の代表者をとおして創造しはじめる」（BG 第9章・第

7節） 

Bhüyaù（ブーヤハ）は「何度も」の意味で、創造・維持・破壊の過程が主の外的力によ

って永遠につづくことを指しています。主は万物の創造者です。しかし、本来主の部分体

で、その甘美な絆を忘れている生命体に、外的力の束縛を取りのぞく機会がふたたび与え

られます。そして、生命体たちの意識をよみがえらせるために、啓示経典が主によってふ

たたび作られます。ヴェーダ経典は条件づけられた魂を導くための指南書であり、その導

きによって、魂たちは物質界の創造と破壊の繰りかえしから、そして物質の肉体から解放

されます。 

主は『バガヴァッド・ギーター』で言います。「創造された世界と物質エネルギーはわ

たしの支配下にある。プラクリティ（prakåti）の力によって何度も繰りかえし創造され、

それはわたしの外的力の代表者によってなされている」 

じつは、精神的火花である生命体には物質的な名前や姿などありません。しかし、物質

的姿や名前という物質エネルギーを支配しようとする望みを満たすために、生命体たちに

そのような間違った楽しみを味わう機会が与えられ、また同時に啓示経典をとおして自分

の真の立場を理解する機会も与えられています。愚かで、すべてを忘れさった生命体は、

いつも偽の姿や名前のために忙しく活動しています。現代の国家主義はそのような偽の名

前や姿が頂点に達した状態です。だれもが偽の名前や姿のために狂奔しています。ある条

件下で得た姿を真実と思いこみ、さらに与えられた名前そのものが、条件づけられた魂を

多くの「主義」の名前のもとで自分の力を間違って使うよう惑わします。さまざまな場所

や時代に応じて主に作られた経典は、なにがほんとうの境地かを理解させる糸口を教えて

くれるのですが、人々は経典から教えを授かることをためらいます。たとえば、『バガヴ

ァッド・ギーター』は全人類を導く指南書ですが、物質エネルギーの魔術にまどわされた

人々は『バガヴァッド・ギーター』が説く生き方を実践しようとは思いません。『シュリ

ーマド・バーガヴァタム』は『バガヴァッド・ギーター』の原則を完全に理解した人のた

めにある、いわば卒業後の知識の研究書です。ざんねんなことに、人々はこの書物に対す

る味わいがわからないため、マーヤーに縛られて誕生と死を繰りかえすのです。 

 



第２３節第２３節第２３節第２３節 

 

Sa va AYa& YaTPadMa}a SaUrYaae 
iJaTaeiNd]Yaa iNaiJaRTaMaaTairìNa"  ) 

PaXYaiNTa >a¢-yuTk-il/TaaMal/aTMaNaa 
NaNvez  Satv&  PairMaaíuRMahRiTa  )) 23 )) 

 
サ ヴァー アヤンム ヤトゥ パダンム アトゥラ スーラヨー 

sa vä ayaà yat padam atra sürayo 
 

ジテーンドゥリヤー ニルジタ・マータリシュヴァナハ 

jitendriyä nirjita-mätariçvanaù 
 

パッシャンティ バハクティ・ウトゥカリターマラートゥマナー 

paçyanti bhakty-utkalitämalätmanä 
 

ナンヴ エーシャ サットゥヴァンム パリマールシュトゥンム アルハティ 

nanv eña sattvaà parimärñöum arhati 
 

saù—主; vai—神意によって; ayam—この; yat—〜であるもの; padam atra—ここにそ

の 人 格 主 神 ・ シ ュ リ ー ・ ク リ シ ュ ナ が お ら れ る ; sürayaù— 偉 大 な 献 愛 者 た ち ; 

jita-indriyäù—感覚の影響力を克服した人物; nirjita—完全に支配して; mätariçvanaù—

気 ; paçyanti—見ることができる ; bhakti—献愛奉仕の力によって ; utkalita—高めて; 

amala-ätmanä—心が完全に清められた人々; nanu eñaù—確かに、これだけによって; 

sattvam—存在; parimärñöum—心を完全に浄化させるために; arhati—〜にふさわしい。 
 

ここにその至高人格主神がいらっしゃる。厳格な献愛奉仕と気や感覚を完全に抑制した

力で物質的意識を清めた偉大な献愛者が、主の姿を見ることができます。またそれこそが、

私たちの存在を純粋にする唯一の方法です。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

『バガヴァッド・ギーター』で言われているように、主のほんとうの質を知る方法は純

粋な献愛奉仕の力しかありません。この節でも、厳格な献愛奉仕によって物質的な穢れを

心から洗いながせる偉大な献愛者だけがありのままの主を悟ることができる、と言われて

います。Jitendriya（ジテーンドゥリヤ）は、感覚を完全に抑制する人物のことです。諸感覚は肉

体上で活発に機能しており、その動きは止められません。ヨーガの方法をとおして感覚の

動きを止める不自然な方法は、必ず失敗することが証明されており、ヴィシュヴァーミト

ゥラ・ムニのような優れたヨーギーでさえその道をたどっています。このムニは、ヨーガ

の法悦境に入っていたのですが、メーナカーという天上界の女性に会って性欲の犠牲にな

り、不自然な感覚の抑制は失敗に終わりました。しかし純粋な献愛者の場合、感覚をまっ



たく使わない、という不自然なことはせず、正しいことのために使われます。感覚がもっ

と魅力的なことに使われれば、つまらないことに魅了される可能性はなくなります。『バ

ガヴァッド・ギーター』では、感覚はより優れた対象に使うことで抑制できる、と述べら

れています。愛情をこめて奉仕をすれば感覚が浄化されますし、また感覚を奉仕という活

動に使うことになります。なにもしないわけではありません。主のためにする活動はすべ

て清められます。物質的観念は、無知だけが原因で生じるものです。ヴァースデーヴァ

（Väsudeva）を超えた存在はありません。ヴァースデーヴァの観念は、⻑い間感覚器官を

奉仕に使う知性ある人物の心にじょじょに作りだされ、やがて最終的にヴァースデーヴァ

がすべてであると悟る境地に到達します。しかし、献愛奉仕をすればまったく同じ方法が

最初から始められ、主の恩寵によって、そして心のうちにいる主自らの導きで、真実の知

識すべてが献愛者の心に表わされます。献愛奉仕による感覚の抑制は、唯一の、そしても

っともかんたんな方法なのです。 

 

第２４節第２４節第２４節第２４節 

 

Sa va AYa& Sa:YaNauGaqTaSaTk-Qaae 
vedezu Gauùezu c Gauùvaidi>a" ) 

Ya Wk- wRXaae JaGadaTMal/Il/Yaa 
Sa*JaTYavTYaita Na Ta}a SaÂTae  )) 24 )) 

 
サ ヴァー アヤンム サキ アヌギータ・サトゥ・カトホー 

sa vä ayaà sakhy anugéta-sat-katho 
 

ヴェーデーシュ グヒェーシュ チャ グヒャ・ヴァーディビヒヒ 

vedeñu guhyeñu ca guhya-vädibhiù 
 

ヤ エーカ イーショー ジャガドゥ・アートゥマ・リーラヤー 

ya eka éço jagad-ätma-lélayä 
 

スリジャティ アヴァティ アッティ ナ タトゥラ サッジャテー 

såjaty avaty atti na tatra sajjate 
 

saù—主; vai—もまた; ayam—この; sakhi—友よ; anugéta—述べられて; sat-kathaù—

優れた娯楽; vedeñu—ヴェーダ経典の中で; guhyeñu—秘奥; ca—もまた; guhya-vädibhiù—

親密な献愛者たちによって; yaù—〜である者; ekaù—ひとりだけ; éçaù—至高の支配者; 

jagat—完全な創造の; ätma—超霊魂; lélayä—崇高な娯楽の表われによって; såjati—創造す

る; avati atti—維持と破壊も; na—決して〜ない; tatra—そこ; sajjate—それに執着するよ

うになる。 
 

みなさん。この方が人格主神であり、その魅力的で奥深い娯楽は、偉大な献愛者たちに



よってヴェーダ経典の秘奥な部分で述べられています。主だけが物質界を創造、維持し、

破壊し、また同時にその行為にはまったく影響されません。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

『バガヴァッド・ギーター』で述べられているように、すべてのヴェーダ経典が主シュ

リー・クリシュナの偉大さを讃えられ、『シュリーマド・バーガヴァタム』のこの節でも

同じように確証されています。ヴェーダは、偉大な献愛者や主の化身のヴャーサ、ナーラ

ダ、シュカデーヴァ・ゴースヴァーミー、クマーラ、カピラ、プラフラーダ、ジャナカ、

バリ、ヤマラージャによって数多くの支流になっていますが、とくに『シュリーマド・バ

ーガヴァタム』では、主の活動の秘奥な部分は親密な献愛者シュカデーヴァ・ゴースヴァ

ーミーによってとくに説明されています。『ヴェーダンタ・スートラ』やウパニシャッド

には、主の娯楽の秘奥な部分について「暗示」されているにすぎません。ウパニシャッド

のようなヴェーダ経典では、主の存在に関する一般的概念とははっきり異なる教えが表情

豊かに説かれています。主の正体は完全に精神的であり、主の姿、名前、質、主にまつわ

る物事は物質ではないことが詳細に説明されており、そのため主は知性に欠ける人々に「姿

のない存在」として誤解されています。しかしじっさいは、主は至高の人物バガヴァーン

であり、部分的にパラマートマーや非人格的なブラフマンとして表わされています。 

 

第２５節第２５節第２５節第２５節 

 

Yada ùDaMaeR<a TaMaaeiDaYaae Na*Paa 
JaqviNTa Ta}aEz ih SatvTa" ik-l/ ) 

Datae >aGa& SaTYaMa*Ta& dYaa& YaXaae 
>avaYa  æPaai<a  dDaÛuGae  YauGae  )) 25 )) 

 
ヤダー ヒ アダハルメーナ タモー・ディヨー ヌリパー 

yadä hy adharmeëa tamo-dhiyo nåpä 
 

ジーヴァンティ タトゥライシャ ヒ サットゥヴァタハ キラ 

jévanti tatraiña hi sattvataù kila 
 

ダハッテー バハガンム サッテャンム リタンム ダヤーンム ヤショー 

dhatte bhagaà satyam åtaà dayäà yaço 
 

バハヴァーヤ ルーパーニ ダダハドゥ ユゲー ユゲー 

bhaväya rüpäëi dadhad yuge yuge 
 

yadä— 〜 の と き に は い つ で も ; hi— 確 実 に ; adharmeëa— 神 の 意 志 に 反 し て ; 

tamaù-dhiyaù—最低の物質様式にいる人々; nåpäù—王や統治者; jévanti—動物のように生



きている; tatra—そこで; eñaù—主; hi—だけ; sattvataù—超越的; kila—確かに; dhatte—

表わされる; bhagam—至上の力; satyam—真実; åtam—実在; dayäm—慈悲; yaçaù—素晴

らしい活動; bhaväya—維持のために; rüpäëi—さまざまな姿で; dadhat—表わされて; 

yuge—さまざまな期間; yuge—そして時代。 
 

もっとも低い物質様式で動物のように生きている王や統治者が世を治めるとき、主はさ

まざまな環境や時代に応じて、超越的な姿となって至上の力と真実の実在性を表わし、誠

実な人々に慈悲をしめし、すばらしい行動を見せ、さまざまな超越的な姿を表わすのです。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

宇宙創造界は至高主の所有物です。これが『シュリー・イーシャ・ウパニシャッド』の

基本の哲学です。すべては至高の生物が所有しています。だれであっても、至高主の財産

を侵害してはなりません。主が慈しみの心で各人に与えたものだけを受けいれるべきです。

地球、他の惑星、そして宇宙そのものは、主の絶対的な所有物です。生命体は確かに主の

部分体、あるいは⼦どもですから、主の慈悲を授かり、自分に定められた仕事を履行しな

がら生きる権利を持っています。ですから、だれであっても、主の許可なしで他の人間や

動物の権利を侵害してはなりません。王や統治者は主の代表者であり、主の意志が守られ

ているかを管理する責任があるため、マハーラージ・ユディシュティラやマハーラージャ・

パリークシットのような正式に認められた人物を見習う立場にあります。正統な権威がし

めす責任と知識にもとづいて世界を統治しなくてはなりません。しかし時には、物質自然

の最低の様式である無知の様式（tamo-guëa タモー・グナ）の影響で、知識も責任感もな

い王や統治者が権力を手にすることがあり、かれらは、個人の興味を満たすために動物同

然の生活をすることがあります。その結果、全世界に混乱と悪意が充満します。縁者びい

き、わいろ、詐欺、贈賄、侵害、その反動として起こる飢饉、伝染病、戦争といった不穏

な環境が人間社会にきわだつようになります。そして、主の献愛者や誠実な人々が必ず迫

害を受けます。この兆候はどれも、主が化身となって降誕し、宗教原則を再確立し、悪意

ある統治者を抹殺する時をしめしています。このことも『バガヴァッド・ギーター』で確

証されています。 

そして主は、物質とは無縁の超越的な姿となって現われます。創造界を健全な状態に保

つために降誕するのです。健全な状態とは、主が各惑星に住む生命体の必需品をすべてま

かなっている状態をいいます。啓示経典に述べられている規則や原則に従ってさえいれば、

幸福に生き、自分に定められた仕事を遂行して最後には解脱に達することができます。物

質界は永遠に条件づけられた魂・ニテャ・バッダの気まぐれを満たすために創造されまし

た。わがままな⼦に遊び道具が与えられるようなものです。そうでなければ、物質界を創

造する必要性はどこにもありません。しかし、反抗的な人間たちが主の許可を得ずに資源



を搾取し、感覚満足のためだけに物質的科学の力に溺れるとき、かれらを罰し、誠実な人々

を守るために主が化身となって降誕する必要性が起こります。 

主は降誕し、超人的行動を発揮し、自らの至高の権利を証明し、ラーヴァナ、ヒラニャ

カシプ、カムサのような物質主義者が徹底的に罰せられます。主は、だれにも真似られな

い行動をしめします。たとえば、主ラーマとして降誕したとき、インド洋に橋をかけまし

た。クリシュナとして現われたときには、幼いころプータナー、アガースラ、シャカター

スラ、カーリヤ、そして最後に父方の叔父カムサたちを殺したり罰したりするような超人

的な活動を見せました。またドゥヴァーラカーに住んでいたころには16,108人の女王と結

婚し、女王たち全員がたくさんの⼦どもたちに恵まれています。主の家族の数は約10万人に

のぼり、それはヤドゥ・ヴァンシャという名前で知られています。そしてふたたび、生き

ているあいだに、そのすべてを消滅させています。主はゴーヴァルダナ・ダーリー・ハリ

（Govardhana-dhäré Hari）という名前でもよく知られていますが、それはわずか７歳の

ときに、ゴーヴァルダナの丘を持ちあげたからです。またクシャトリヤとして勇壮に戦い、

邪心の王たちを殺害しました。主は比類なき者（asamaurdhva アサマウルドゥヴァ）とし

ても知られています。主と等しいか、あるいは凌ぐ者はいないからです。 

 

第２６節第２６節第２６節第２６節 

 

Ahae Al&/ ëagYaTaMa& Yadae" ku-l/‚ 
Mahae Al&/ Pau<YaTaMa& MaDaaevRNaMa(   ) 

Yadez Pau&SaaMa*z>a" ié[Ya" PaiTa" 
SvJaNMaNaa cx(k]-Ma<aeNa caÄiTa )) 26 )) 

 
アホー アランム シュラーギャタマンム ヤドーホ クランム 

aho alaà çläghyatamaà yadoù kulam 
 

アホー アランム プニャタマンム マドホール ヴァナンム 

aho alaà puëyatamaà madhor vanam 
 

ヤドゥ エーシャ プンムサーンム リシャバハハ シュリヤハ パティオ 

yad eña puàsäm åñabhaù çriyaù patio 
 

スヴァ・ジャンマナー チャンクラマネーナ チャーンチャティ 

sva-janmanä caìkramaëena cäïcati 
 

aho—おお; alam—確かに; çläghya-tamam—このうえなく誉れ高い; yadoù—ヤドゥ王

の ; kulam—王家 ; aho—おお ; alam—確かに ; puëya-tamam—このうえなく徳高い ; 

madhoù vanam—マトゥラーの地; yat—なぜなら; eñaù—これ; puàsäm—全生命体の; 

åñabhaù—最高の指導者; çriyaù—幸運の女神の; patiù—夫; sva-janmanä—主の降誕によ

って; caìkramaëena—這うことで; ca aïcati—栄光。 



 

ああ、なんと誉れ高いヤドゥ王家でしょう。そして、全生命体の最高の指導者であり、

幸運の女神の夫である主が自ら誕生し、幼いころ歩かれたマトゥラーの地がどれほど徳高

い場所であることか。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

『バガヴァッド・ギーター』で、人格主神シュリー・クリシュナは、自らの超越的な降

誕、消失、活動について表情豊かに説明しています。主は、人智を絶する力を使って特定

の家族や場所に降誕します。条件づけられた魂のように、肉体を捨てて別の肉体に入る、

という誕生ではありません。主の誕生は、太陽が昇って沈んでいく様に似ています。太陽

は東の地平線に昇りますが、東の地平線が太陽の親だということではありません。太陽は、

太陽系のすべての場所に存在していますが、決まった時間に姿を現わし、そして決まった

時間に姿を消します。主も太陽のように繰りかえし宇宙に現われ、やがて私たちの視界か

ら去っていきます。主はあらゆる時代と場所に存在していますが、いわれのない慈悲心か

ら私たちのまえに降誕すると、私たちは主が誕生したことをあたりまえのように考えます。

啓示経典の言葉をとおしてこの真理を理解できる人はだれでも、肉体を終えたあとに間違

いなく解放されます。解脱の境地は、何度も誕生を繰りかえしたのちに、厳格な改悛や苦

行をし、知識や放棄心を得たあとに達成されます。しかしその解脱は、主の超越的な誕生

や行動について真に理解するだけですぐに達成できます。それが『バガヴァッド・ギータ

ー』の見解です。しかし、無知の暗闇にいる人は、物質界での主の誕生と活動は、ふつう

の生命体と同じものと決めつけます。そのような不完全な結論に従っても、だれも解脱を

達成することはできません。ですから、マトゥラーの地でヴァスデーヴァ王の⼦としてヤ

ドゥ王の家族に誕生したことは、主の内的力による崇高な配慮によるものです。ヤドゥ王

家の幸運とマトゥラーの地の住⺠の幸運は物質的には判断できません。主の誕生と活動の

超越性を知るだけで解脱が達成できるのであれば、家族として、あるいは隣人として主と

いっしょに暮らした人々がどれほど幸運だったか容易に想像できます。幸運の女神の夫で

ある主と交流できるほど幸運な人々はすべて、ありきたりの解脱よりさらに素晴らしい境
地を確実に達成しています。ですから、文字通り、王家と土地の両方が、主の恩寵によっ

て誉れ高い存在になっているということです。 

 

第２７節第２７節第２７節第２７節 

 

Ahae bTa SvYaRXaSaiSTarSk-rq 
ku-XaSQal/I Pau<YaYaXaSk-rq >auv"   ) 

PaXYaiNTa iNaTYa& YadNauGa]heizTa& 



iSMaTaavl/aek&- SvPaiTa& SMa YaTPa[Jaa" )) 27 )) 
 

アホー バタ スヴァル・ヤシャサス ティラスカリー 

aho bata svar-yaçasas tiraskaré 
 

クシャスタハリー プニャ・ヤシャスカリー ブフヴァハ 

kuçasthalé puëya-yaçaskaré bhuvaù 
 

パッシャンティ ニッテャンム ヤドゥ アヌグラヘーシタンム 

paçyanti nityaà yad anugraheñitaà 
 

スミターヴァォーカンム スヴァ・パティンム スマ ヤトゥ・プラジャーハ 

smitävalokaà sva-patià sma yat-prajäù 
 

aho bata—なんと素晴らしいことか; svaù-yaçasaù—天国の惑星の栄光; tiraskaré—打ち

負かしたもの; kuçasthalé—ドゥヴァーラカー; puëya—徳; yaçaskaré—有名な; bhuvaù—

地球; paçyanti—見る; nityam—いつも; yat—〜であるもの; anugraha-iñitam—恩恵を授

けるために; smita-avalokam—優しい微笑みという恩寵のこもったまなざし; sva-patim—

生命体の魂（クリシュナ）に; sma—常だった; yat-prajäù—その場所の住⺠たち。 
 

ドゥヴァーラカーが天国の惑星の栄光さえ凌ぎ、地球の名声を高めているのはたしかに

すばらしいことです。ドゥヴァーラカーの住⺠は、全生命体の魂であり、愛情あふれる姿

をしたクリシュナをいつも見ています。主はやさしい微笑みで住⺠たちをみつめ、そして

恩寵をさずけています。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

天国の惑星には、インドラ、チャンドラ、ヴァルナ、ヴァーユといった半神が住んでお

り、敬虔な魂は、地球でさまざまな善行を積んだあとにそのような惑星に到達します。現

代科学者も、高位の天体では時間の基準が地球と異なることを認めています。このように、

啓示経典の記述から、（地上の計算で）１万年という寿命があることがわかります。地上

の６ヶ月は天国の惑星の１日に相当し、感覚を楽しむ便宜も寿命に比例して高く、住人た

ちも美しさも伝説に出てくるような美しい姿をしています。地上に住む人々は、天国の暮

らしが地球よりはるかに快適であることを聞いているため、天国に行きたいと切望してい

ます。現代人は宇宙船で月に行こうとしています。このような事情を考えると、天国の惑

星は地球よりも華やかな環境にあることがわかります。それでも、主シュリー・クリシュ

ナが王として君臨したドゥヴァーラカーゆえに、地球の名声が天国よりも高められたので

す。ヴリンダーヴァン、マトゥラー、ドゥヴァーラカーという３箇所の聖地は、宇宙の名

だたる星よりも重要な場所とされています。これらの場所は永遠に神聖な場所とされてい

ますが、それは、主が降誕するところでは、とくにこのような崇高な地で超越的な活動が



展開されるからです。そこは永遠に主の神聖な地であり、いまでこそ主は私たちの目には

見えませんが、住⺠はいまもその聖地の恩恵に浴しています。主は全生命体の魂であり、

本来の姿であるスヴァルーパ（svarüpa）として、主との交流をとおして崇高な生活に加わ

ってほしいといつも望んでいます。主の魅力的な姿とやさしい微笑みはあらゆる人の心に

深く刻まれ、ひとたび生命体がその境地に入れば、もどってくることのない神の王国に入

ることが許されます。これが『バガヴァッド・ギーター』で確証されていることです。 

天国の惑星は、物質的楽しみを味わえることで知られていますが、『バガヴァッド・ギ

ーター』（第９章・第20-21節）でわかるように、過去の善行のたくわえを使いきったとき

には、また地球に戻ってこなくてはなりません。ドゥヴァーラカーがそのような天国の惑

星よりも重要であることは疑いようのない事実です。微笑みをふくんだ主のまなざしを授

かった人はだれでも、苦しみの場所と主が断言する堕落した地球にぜったいに戻ってこな

いからです。地球だけではなく、宇宙にあるすべての惑星は苦しみの場所です。なぜなら、

どの惑星であっても、永遠な生活、永遠な至福、永遠な知識がないからです。主に愛情奉

仕をしている人たちは、ドゥヴァーラカー、マトゥラー、ヴリンダーヴァンのいずれかに

住むよう勧められています。この場所で奉仕をすればその結果は倍増され、啓示経典にし

めされている教えに従うために聖地を訪れる人たちは、まちがいなく主シュリー・クリシ

ュナが住んでいたときと同じ結果が得られるからです。主の住居と主自身はまったく同じ

であり、経験豊かな献愛者に導かれている純粋な献愛者は、いまでもあらゆる結果を得る

ことができるのです。 

 

第２８節第２８節第２８節第２８節 

 

NaUNa&  v]TaòaNahuTaaidNaeìr" 
SaMaicRTaae ùSYa Ga*hqTaPaai<ai>a"  ) 

iPabiNTa Yaa" Sa:YaDaraMa*Ta& Mauhu‚ 
v]RJaiñYa"  SaMMauMauhuYaRdaXaYaa"   )) 28 )) 

 
ヌーナンム ヴラタ・スナーナ・フターディネーシュヴァラハ 

nünaà vrata-snäna-hutädineçvaraù 
 

サマルチトー ヒ アッシャ グリヒータ・パーニビヒヒ 

samarcito hy asya gåhéta-päëibhiù 
 

ピバンティ ヤーハ サキ アダハラームリタンム ムフル 

pibanti yäù sakhy adharämåtaà muhur 
 

ヴラジャ・ストゥリヤハ サンムムムフル ヤドゥ・アーシャヤーハ 

vraja-striyaù sammumuhur yad-äçayäù 
 

nünam—前世で確かに; vrata—誓い; snäna—沐浴; huta—火の儀式; ädinä—これらす



べてによって; éçvaraù—人格主神; samarcitaù—完璧に崇拝した; hi—確かに; asya—主の; 

gåhéta-päëibhiù—結婚した妻たちによって; pibanti—味わう; yäù—〜である人々; sakhi—

友よ; adhara-amåtam—主の唇の甘露; muhuù—何度も何度も; vraja-striyaù—ヴラジャブ

ーミの乙女たち; sammumuhuù—よく気を失う; yat-äçayäù—そのような好意を期待して

いる。 
 

みなさん。主が迎えいれた妻たちのことを考えてみてください。誓い、沐浴、火の儀式

を為しとげ、宇宙の主を完璧に崇拝し、そしていま、主の唇の甘露を（口づけされて）い

つも味わっています。ヴラジャブーミの乙女たちは、そのような恩寵を思いうかべるだけ

でよく気を失うことがあります。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

経典で定められている宗教上の儀式は、条件づけられた魂の俗な気質を清めるためにあ

り、その儀式によって至高主に超越的な奉仕ができる段階にじょじょに高められます。純

粋な精神生活という境地に到達することが最高完成であり、その境地をスヴァルーパ

（svarüpa）・生命体の正体といいます。解脱とはこのスヴァルーパの境地にもどることを

指します。この完璧な境地で、生命体は５段階の愛情奉仕を築きあげ、そのひとつがマー

ドゥリャ・ラサ（mädhurya-rasa）・恋愛感情での奉仕です。主は、いつでも自ら完璧な

方ですから、なにかを求めることはありません。しかし、自分が気にかけている献愛者の

熱烈な愛情を満たすために、主人、友人、息⼦、夫になります。この節では、主の２種類

の献愛者がする恋愛感情の奉仕について述べられています。ひとつはスヴァキーヤ

（svakéya）、もうひとつはパラキーヤ（parakéya）です。どちらも人格主神クリシュナと

の恋愛感情に関連しています。ドゥヴァーラカーの女王たちはスヴァキーヤ、つまり正式

に結婚した妻ですが、ヴラジャの乙女たちの場合は、主が未婚だったときの友だちでした。

主は16歳までヴリンダーヴァンで暮らし、近所の乙女たちとの友人関係はパラキーヤにあり

ました。この乙女たちも、そして女王たちも、経典に定められている誓い、沐浴、火の儀

式を為しとげて苦行をした人たちです。儀式とは、たんに儀式をするのが目的ではなく、

また果報的活動も、知識の修養も、神秘的力の完成も、それだけが目的ではありません。

主に、本来かつ超越的な奉仕をするために、スヴァルーパという最高境地に到達するため

にあります。各生命体は、先に挙げた５種類の１つの段階で主と愛情交換をする立場にあ

り、純粋かつ精神的スヴァルーパを得たときに、その関係は、俗な質のない状態として表

われます。主が妻と、また恋人として主と結ばれたいと思っていた乙女と交わす口づけは、

俗な倒錯された質とは無関係です。俗な感情だとしたら、シュカデーヴァ・ゴースヴァー

ミーのような解脱を達成した人物が、その様⼦を楽しんだりはしませんし、また主シュリ

ー・チャイタンニャ・マハープラブも、俗世間の生活を捨てたあとにそのような話を楽し



もうとするはずがありません。この境地は、数多くの苦行生活を経験したあとに得られる

ものなのです。 

 

第２９節第２９節第２９節第２９節 

 

Yaa  vqYaRéuLke-Na  ôTaa"  SvYa&vre 
Pa[MaQYa  cEÛPa[Mau%aNa( ih éuiZMa<a" ) 

Pa[ÛuManSaaMbaMbSauTaadYaae_Para 
YaaêaôTaa  >aaEMavDae SahóXa"     )) 29 )) 

 
ヤー ヴィーリャ・シュルケーナ フリターハ スヴァヤンムヴァレー 

yä vérya-çulkena håtäù svayaàvare 
 

プラマテャ チャイデャ・プラムカハーン ヒ シュシュミナハ 

pramathya caidya-pramukhän hi çuñmiëaù 
 

プラデュムナ・サーンムバーンムバ・スターダヨー パラー 

pradyumna-sämbämba-sutädayo 'parä 
 

ヤーシュ チャーフリター バハウマ・ヴァデヘー サハスラシャハ 

yäç cähåtä bhauma-vadhe sahasraçaù 
 

yä—その女性; vérya—力; çulkena—代償を払うことで; håtäù—力尽くで連れ去った; 

svayaàvare—花婿を選ぶ公開試合で; pramathya—苦しんでいる; caidya—シシュパーダ

王; pramukhän—〜を筆頭とする; hi—きっぱりと; çuñmiëaù—すべてがひじょうに強大

な; pradyumna—プラデュムナ（クリシュナの⼦息）; sämba—サーンバ; amba—アンバ; 

suta-ädayaù—⼦どもたち; aparäù—他の女性たち; yäù—〜である人々; ca—もまた; 

ähåtäù—同じように連れてこられた; bhauma-vadhe—王たちを殺したあと; sahasraçaù—

何千もの者たちに。 
 

その女性たちの⼦息には、プラデュムナ、サーンバ、アンバたちがいます。女性たちと

はルクミニー、サテャバーマー、ジャーンバヴァティーなどで、主はスヴァヤンヴァラ儀

式の会場でかのじょたちを力ずくで連れさり、そのあとシシュパーラなど多くの強大な王

たちを撃退しました。他の女性たちもやはり、主がバウマースラと数千におよぶ臣下たち

を殺害したあと、力ずくで手に入れたものです。すばらしい栄光に満ちた女性たちなので

す。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

強大な王の卓越した娘は公開試合という形で自分の夫を選ぶことが許されており、その

ような試合をスヴァヤンヴァラ（svayaàvara）「花婿選び」といいます。スヴァヤンヴァ



ラは、公開で競争相手が競いあうことから、参加する王⼦たちは王女の父親に招待され、

ふつう、スポーツ精神で勝敗が争われます。しかしその戦いが熾烈をきわめ、交戦する王

⼦が殺されることがあり、勝利した王⼦に、多くの王⼦が殺される覚悟で求めていた王女

が戦利品としてさずけられます。ルクミニーは主クリシュナの主要な女王でしたが、ヴィ

ダルバ（Vidarbha）の王の娘でした。王は高貴な資質を持つ美しい我が⼦を主クリシュナ

に嫁がせたいと思っていました。いっぽう⻑男は、クリシュナのいとこにあたる王⼦のシ

シュパーラを考えていました。そのため公開試合がおこなわれ、いつでもそうであったよ

うに、主クリシュナはシシュパーラを苦しめ、他の王⼦たちを無敵の力で撃退させたあと、

勝利をおさめました。ルクミニーには10人の⼦にめぐまれ、そのひとりがプラデュムナで

す。ほかにも主クリシュナによって同じように連れさられた王女たちがいます。主クリシ

ュナが勝ち得たこの美しい戦利品については、第10編に余すところなく説明されています。

バウマースラは自分の欲情を満たすために16,100の美しい王女を誘拐し、宮殿に閉じこめ

ていました。少女たちは悲痛の思いで主クリシュナに救いを求め、その祈りを聞いた慈悲

深い主はバウマースラと戦って殺害し、救いだしました。捕らわれていた王女たちは、社

会の通念では穢（けが）れた女性とされるのですが、主に妻として受けいれられました。あ

らゆる力を持つ主は、かのじょたちの慎ましい祈りを聞きいれ、他の高貴な女王たちとと

もに妻としたのです。こうして、主クリシュナはドゥヴァーラカーで16,108人の女王と暮ら

し、それぞれが10人の王⼦にめぐまれました。⼦どもたちは育ち、父親となって多くの⼦ど

もをもうけました。主クリシュナの家族の合計は1,000万人にのぼります。 

 

第３０節第３０節第３０節第３０節 

 

WTaa" Par& ñqTvMaPaaSTaPaeXal&/ 
iNarSTaXaaEc& bTa SaaDau ku-vRTae    ) 

YaaSaa& Ga*haTPauZk-rl/aecNa" PaiTa‚ 
NaR JaaTvPaETYaaôiTai>aôRid SPa*XaNa( )) 30 )) 

 
エーターハ パランム ストゥリートゥヴァンム アパースタペーシャランム 

etäù paraà strétvam apästapeçalaà 
 

ニラスタ・シャウチャンム バタ サードゥ クルヴァテー 

nirasta-çaucaà bata sädhu kurvate 
 

ヤーサーンム グリハートゥ プシュカラ・ローチャナハ パティル 

yäsäà gåhät puñkara-locanaù patir 
 

ナ ジャートゥヴ アパイティ アーフリティビヒル フリディ スプリシャン 

na jätv apaity ähåtibhir hådi spåçan 
 

etäù— こ れ ら す べ て の 女 性 た ち ; param— 最 高 の ; strétvam— 女 性 で あ る こ と ; 



apästapeçalam—一人ではない; nirasta—〜なしで; çaucam—純粋さ; bata sädhu—吉兆に

讃えられて; kurvate—彼女たちを〜にする; yäsäm—〜である者たちから; gåhät—家庭; 

puñkara-locanaù—蓮華の目を持つ方; patiù—夫; na jätu—決してどんな時でも; apaiti—

離れる; ähåtibhiù—居ることで; hådi—心の中の; spåçan—愛されて。 
 

かのじょたちは、自由と純潔をうばわれた生活を強いられていましたが、吉兆な祝福を

授かりました。夫となった、そして蓮華の目をした人格主神は、女王たちをけっして家庭

に置きざりにすることはありませんでした。高価な贈り物をしながら、かのじょたちの心

をいつも満たしていたのです。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

主の献愛者は純粋になった魂です。主の蓮華の御足に誠実に身をゆだねる魂は主に受け

いれられ、そしてその魂はすぐにあらゆる物質的穢れから解放されます。そのような献愛

者は物質自然の三様式を超えています。献愛者は、奉仕に必要な資格をそなえていないわ

けではありません。ガンジス川がよごれた排水と混じっても、２種類の水は同じ質であり

つづけるようなものです。女性、商人、労働者の知性はそれほど高くなく、また物質的な

面を多くそなえているため、神の科学を理解したり、主に愛情奉仕をしたりすることは難

しいとされています。それよりも劣っているのはキラータ、フーナ、アーンドゥラ、プリ

ンダ、プルカシャ、アービーラ、カンカ、ヤヴァナ、カサなどなどと呼ばれる人種ですが、

こういう人たちでも、主への献愛奉仕を正しく実践すれば解放されます。主に奉仕をする

ことで、そのような不適格な気質はなくなり、純粋な魂となって神の王国に入ることがで

きます。 

バウマースラに捕らわれて純潔さを失われた状態にあった王女たちは、誠実に主シュリ

ー・クリシュナに救いを求め、その思いが、献愛という美徳となってかのじょたちの心を

純粋にしたのです。だからこそ主に妻として受けいれられ、輝かしい生涯を送ることがで

きました。このような栄光は、主がかのじょたちを熱愛する夫としてふるまったときに、

さらに高まりました。 

主はこの16,108人の妻たちといつも暮らしをわかちあっていました。自らを16,108の体に

分身させましたが、一人ひとりが主自身であり、根源の人格主神としての特質を失うこと

はありませんでした。シュルティ・マントラは「主は自らを無数の体に分身させる」と確

証しています。そして、これほど多くの妻の夫として、ひじょうに高価な贈り物をしなが

ら王女たちの心を満足させていました。女王のひとり、サテャバーマーには、天国からパ

ーリジャータ（pärijäta）の花を持ちかえって植えています。主を夫に迎えたいと望む人は

だれでも、主にそのような望みを完全に満たしてもらえる、ということです。 

 



第３１節第３１節第３１節第３１節 

 

Wv&ivDaa GadNTaqNaa& Sa iGar" PaurYaaeizTaaMa(  ) 
iNarq+a<aeNaai>aNaNdNa( SaiSMaTaeNa YaYaaE hir"   )) 31 )) 

 
エーヴァンムヴィダハー ガダンティーナーンム 

evaàvidhä gadanténäà 
 

サ ギラハ プラ・ヨーシターンム 

sa giraù pura-yoñitäm 
 

ニリークシャネーナービヒナンダン 

nirékñaëenäbhinandan 
 

サスミテーナ ヤヤウ ハリヒ 

sasmitena yayau hariù 
 

evaàvidhäù—このように; gadanténäm—このように主に祈り、主について話している; 

saù—主; giraù—言葉の; pura-yoñitäm—都の女性たち; nirékñaëena—彼女たちに投げかけ

た主のまなざしという恩恵によって ; abhinandan—そして彼女たちを歓迎している ; 

sa-smitena—微笑んだ顔で; yayau—去った; hariù—人格主神。 
 

ハスティナープラの女性たちが、そのように主を迎え、主について話している様⼦を見

て主は微笑み、その心のこもった挨拶を受け、恩恵のまなざしを投げかけながら都から出

ていった。 

 

第３２節第３２節第３２節第３２節 

 

AJaaTaXa}au" Pa*TaNaa& GaaePaqQaaYa MaDauiÜz"    ) 
Pare>Ya" XaiªTa" òehaTPa[aYau» cTauri(r)<aqMa(  )) 32 )) 

 
アジャータ・シャトゥルフ プリタナーンム 

ajäta-çatruù påtanäà 
 

ゴーピータハーヤ マドゥ・ドゥヴィシャハ 

gopéthäya madhu-dviñaù 
 

パレービャハ シャンキタハ スネーハートゥ 

parebhyaù çaìkitaù snehät 
 

プラーユンクタ チャトゥル・アンギニーンム 

präyuìkta catur-aìgiëém 
 

ajäta-çatruù—マハーラージ・ユディシュティラ、だれにも敵と思われない人物 ; 

påtanäm—守備隊; gopéthäya—保護するために; madhu-dviñaù—マドゥの敵（シュリー・



クリシュナ）の; parebhyaù—他人（敵）から; çaìkitaù—〜を恐れて; snehät—愛着から; 

präyuìkta—従事した; catuù-aìgiëém—４種類の防御陣。 
 

マハーラージ・ユディシュティラは、だれにも敵視されない人物だったが、４種類の防

御体制（馬、象、戦闘馬車、軍隊）を敷き、アスラ（悪魔）の敵である主クリシュナを守

ろうとした。敵を警戒するための、そして主への愛着ゆえの措置だった。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

通常使われる守備体制は、馬と象が戦闘馬車と軍隊に統合される構成です。馬と象は、

丘、森、平地など、どこにでも進軍できるよう訓練されます。戦闘馬車の御者は、破壊力

のある矢を放って多くの馬や象と戦うことができ、その力はブラフマーストラ（現代の核

兵器に類似した武器）に対抗できるほどでした。マハーラージ・ユディシュティラは、ク

リシュナが万⺠の友であり、また幸福を願う方であることは知っていましたが、生まれな

がらにして主を憎むアスラたちがいたことも事実です。そのため、主がだれかに攻撃され

ることを恐れ、また主を愛する思いから、あらゆる種類の守備隊を使って主クリシュナを

守ろうとしました。主クリシュナは、必要とあらば、敵に攻撃されても身を守る力を十分

にそなえている方です。それでもマハーラージ・ユディシュティラがとった措置をすべて

受けいれました。年上のいとこだった王に背くつもりはなかったからです。主は、超越的

な冒険を楽しみながら言われるとおりにしていましたから、無力な幼少期にはヤショーダ

ーマーターに守られて育ちました。それが主の崇高なリーラー（lélä）、娯楽です。主と献

愛者が交わす超越的な愛情交換は、超越的至福の味わいのなかに表わされ、その至福は、

ブラフマーナンダ（brahmänanda）の喜びでさえ遠くおよびません。 

 

第３３節第３３節第３３節第３３節 

 

AQa dUraGaTaaNa( XaaEir" k-aErvaNa( ivrhaTauraNa(   ) 
SaiàvTYaR d*!& iòGDaaNa( Pa[aYaaTSvNaGarq& iPa[YaE"  )) 33 )) 

 
アタハ ドゥーラーガターン シャウリヒ 

atha dürägatän çauriù 
 

カウラヴァーン ヴィラハートゥラーン 

kauravän virahäturän 
 

サンニヴァルテャ ドゥリダハンム スニグダハーン 

sannivartya dåòhaà snigdhän 
 

プラーヤートゥ スヴァ・ナガリーンム プリヤイヒ 

präyät sva-nagaréà priyaiù 
 



atha—そのように; dürägatän—⻑い間主に伴って; çauriù—主クリシュナ; kauravän—

パーンダヴァ兄弟たち; virahäturän—別れる思いに胸打ちひしがれて; sannivartya—丁寧

に 説 得 し た ; dåòham— 決 心 し た ; snigdhän— 愛 情 に 満 た さ れ て ; präyät— 進 ん だ ; 

sva-nagarém—自分の都市（ドゥヴァーラカー）に向かって; priyaiù—親しい仲間たちと。 
 

主クリシュナを深く愛するパーンダヴァ兄弟たちは、どこまでも主についていこうとす

る。しかし、確実に訪れる別れのときを考えると、その胸は張りさける思いだった。しか

し主はかれらに都へもどるよう言いきかせ、愛しい仲間たちとともにドゥヴァーラカーに

向けて去っていった。 

 

第３４−３５節第３４−３５節第３４−３５節第３４−３５節 

 

ku-åJaa(r)l/PaaÄal/aNa(  éUrSaeNaaNa(  SaYaaMauNaaNa(   ) 
b]øavTa| ku-å+ae}a& MaTSYaaNa( SaarSvTaaNaQa      )) 34 )) 
MaåDaNvMaiTa§-MYa   SaaEvqra>aqrYaae"   ParaNa(    ) 
AaNaTaaRNa( >aaGaRvaePaaGaaC^¥aNTavahae MaNaaiGv>au" )) 35 )) 

 
クル・ジャーンガラ・パーンチャーラーン 

kuru-jäìgala-päïcälän 
 

シューラセーナーン サヤームナーン 

çürasenän sayämunän 
 

ブラフマーヴァルタンム クルクシェートゥランム 

brahmävartaà kurukñetraà 
 

マトゥッシャーン サーラスヴァターン アタハ 

matsyän särasvatän atha 
 
 

マル・ダハンヴァンム アティクラミャ 

maru-dhanvam atikramya 
 

サウヴィーラービヒーラヨーホ パラーン 

sauvéräbhérayoù parän 
 

アーナルターン バハールガヴォーパーガーチ 

änartän bhärgavopägäc 
 

チラーンタヴァーホー マナーグ ヴィブフフ 

chräntaväho manäg vibhuù 
 

kuru-jäìgala—デリー地方; päïcälän—プンジャブ州の一部; çürasenän—ウッタル・プ

ラデーシュ州の一部; sa—〜と共に; yämunän—ヤムナー川の岸辺一帯; brahmävartam—

ウッタル・プラデーシュ州北部の一部; kurukñetram—戦いがあった場所; matsyän—マツ



ヤ地方; särasvatän—プンジャブ州の一部; atha—など; maru—ラジャスタン州、砂漠の地; 

dhanvam—マデャ・プラデーシュ州、水がひじょうに少ない場所; ati-kramya—通過した

あと ; sauvéra—サウラストゥラ ; äbhérayoù—グジャラート州の一部 ; parän—⻄側 ; 

änartän—ドゥヴァーラカー地方; bhärgava—おお、シャウナカ; upägät—見舞われる; 

çränta—疲労; vähaù—馬たち; manäk vibhuù—わずかに、⻑旅のために。 
 

シャウナカよ。主は次にクルジャーンガラ、パーンチャーラー、シューラセーナー、ヤ

ムナー川の岸辺、ブラフマーヴァルタ、クルクシェートラ、マツヤー、サーラスヴァター

（水の少ない、砂漠一帯）に向かった。このような地方を通過したあと、サウヴィーラと

アービーラ地方に到着し、最後にその⻄方にあるドゥヴァーラカーへ到着した。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

主が通った各地区は当時別の名前で呼ばれていましたが、この節で提供されている情報

からしめされているように、主はデリー、プンジャブ、ラジャスタン、マデャ・プラデー

シュ、サウラストラ、グジャラートをとおり、最後にドゥヴァーラカーという自分の都に

到着しています。昔といまの地名が一致するかどうかを調べてもなにも得られませんが、

この節からわかるのは、ラジャスタンの砂漠一帯と、水が不足していたマデャ・プラデー

シュは、すでに5,000年前からあったということです。砂漠は最近になって形成されたとす

る地質学者の節は、『シュリーマド・バーガヴァタム』の見解とは違います。宇宙の変化

にはさまざまな地質年代もかかわってくるため、この問題は熟達した地質学者の手にゆだ

ねることにしましょう。私たち献愛者は、いま主がクル地方から自分の都ドゥヴァーラカ

ーダーマに到着したことに満足しています。クルクシェートラはヴェーダ時代から現在ま

で存在しており、クルクシェートラの存在を無視したり、なかったなどと言ったりする解

説者は、じつに愚かな間違いをおかしています。 

 

第３６節第３６節第３６節第３６節 

 

Ta}a  Ta}a  h  Ta}aTYaEhRir"  Pa[TYauÛTaahR<a"  ) 
SaaYa& >aeJae idXa& PaêaÓivïae Gaa& GaTaSTada  )) 36 )) 

 
タトゥラ タトゥラ ハ タトゥラテャイル 

tatra tatra ha tatratyair 
 

ハリヒ プラテュデャタールハナハ 

hariù pratyudyatärhaëaù 
 

サーヤンム ベヘージェー ディシャンム パシュチャードゥ 

säyaà bheje diçaà paçcäd 
 



ガヴィシュトホー ガーンム ガタス タダー 

gaviñöho gäà gatas tadä 
 

tatra tatra—さまざまな場所で; ha—そのようになった; tatratyaiù—地元の住⺠たちに

よって ; hariù—人格主神 ; pratyudyata-arhaëaù—贈り物を受け取り、崇拝された ; 

säyam—夕方; bheje—優先して; diçam—方角; paçcät—東方; gaviñöhaù—空にある太陽; 

gäm—海に向かって; gataù—去って; tadä—その時。 
 

そのような地域をとおるたびに主は歓迎され、崇拝され、そしてさまざまな贈り物を受

けた。またどこにいても、日が沈めば旅を中断して夕方の儀式をした。日が沈んだあとに

は必ずおこなったのである。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

主は、この節にあるように、旅をしているときでも必ず宗教原則に従っていました。主

さえも果報的活動という義務に従う必要があった、とする哲学的推論があります。しかし、

主の場合はそうではありません。善行や悪行には依存していないのです。主は絶対的な方

ですから、主がすることはすべてだれにとっても良いことです。しかし、主が地上に降誕

するときは、献愛者を守り、不信心な非献愛者を罰するために行動します。主には義務に

従う必要はないのですが、人々がしたがえるように、なんでもします。それがほんとうの

教えです。自ら正しい行為をしめし、同じことをほかの人に教えます。でなければ、目的

のない教えにはだれも従いません。主が結果を授ける方なのです。主は自ら満ちたりた方

ですが、啓示経典の規則にしたがって行動し、私たちにその方法をしめします。そうしな

ければ、一般人は道を踏みはずすことでしょう。しかし、主の超越的特質を理解した高潔

な人物は、主をまねようとはしません。それはありえないことです。 

人間社会にいる主は、万⺠の義務になっていることをしますが、ふつうの生命体にはま

ねのできない途方もないことをします。この節で言われているように、主が従っている夕

方の祈りはだれでも従わなくてはなりませんが、山を持ちあげたり、ゴーピーたちと踊り

をおどったりするような行為は、だれにもできません。不潔な場所からでさえ水を蒸発さ

せる太陽のその能力を、だれがまねられるでしょうか。もっとも力強い主は完全な善行が

できますが、私たちがそのような行為をまねる人は、自分がいつまでも苦しまなくてはな

りません。ですから、なにをするにしても、主の慈悲の権化である精神指導者という経験

豊かな案内者に身をゆだねるべきです。それができる人には、精神的に高められる道が保

証されます。 
 

これで、バクティヴェーダンタによる『シュリーマド・バーガヴァタム』、第１編・第 11

章、「主クリシュナ、ドゥヴァーラカーに向けて出立する」の要旨解説を終了します。 


